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ま　

え　

が　

き

　

初
め
は
口
語
訳
聖
書
で
あ
っ
た
。
日
本
語
聖
書
翻
訳
の
歴
史
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
）
は
口
語
訳
に
始
ま
り
、
文
語
訳
時
代
が
長
く
続
い
た
後
再
び
口
語
訳
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
初
め
は
「
ハ
ジ
マ
リ
ニ　

カ
シ
コ
イ
モ
ノ
ゴ
ザ
ル
」
で
知
ら
れ

る
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳
『
約
翰
福
音
之
傳
』（
一
八
三
七
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
堅
夏
書
院
）

で
あ
る
。
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
は
日
本
人
難
船
漂
流
漁
民
た
ち
の
世
話
を
す
る
傍
ら
、
彼
ら

の
話
す
日
本
語
を
基
に
し
て
聖
書
の
日
本
語
訳
を
し
た
の
だ
。
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳
の

後
、
Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
ゴ
ー

ブ
ル
『
摩
太
福
音
書
』
も
、
一
部
文
語
も
混
じ
る
が
、
文
体
は
話
し
こ
と
ば
の
口
語

訳
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
本
格
的
日
本
語
聖
書
翻
訳
で
あ
る
新
約
聖
書
翻
訳
委
員
社
中
訳
『
新
約

全
書
』（
一
八
八
〇
年
）、
お
よ
び
常
置
委
員
会
に
よ
る
『
舊
約
全
書
』（
一
八
八
八

年
）
は
漢
訳
聖
書
の
影
響
を
強
く
受
け
た
漢
文
訓
読
調
文
語
訳
に
な
っ
た
。
大
正
改

訳
に
際
し
て
は
、
委
員
の
一
人
、
松
山
高
吉
が
「
文
体
は
平
易
通
俗
ニ
シ
テ
口
語
ニ

近
カ
ラ
シ
ム
ル
事
」
と
提
案
し
た（

（
（

も
の
の
、
や
は
り
文
語
訳
聖
書
と
な
っ
た
。
改
訳

は
新
約
の
み
で
あ
っ
て
、
旧
約
の
方
は
明
治
元
訳
が
引
続
き
用
い
ら
れ
、
一
九
五
五

年
、
日
本
聖
書
協
会
口
語
訳
『
旧
新
約
聖
書
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
人
は
文

語
訳
を
読
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
に
な
っ
て
、
永
井
直
治
訳
『
新
契
約
聖
書
』

（
一
九
二
八
年
）
も
ま
た
、
原
典
直
訳
の
文
語
訳
で
あ
っ
た
。

　

聖
書
協
会
口
語
訳
聖
書
出
現
以
前
に
も
口
語
訳
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
個
人

訳
で
は
あ
る
が
口
語
に
よ
る
部
分
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
第
二
次
大
戦
終
了

後
は
、
日
本
社
会
と
日
本
語
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語

聖
書
は
「
口
語
」
と
断
わ
る
こ
と
な
く
す
べ
て
が
口
語
訳
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

聖
書
和
訳
の
歴
史
は
、
文
体
に
お
い
て
口
語
か
ら
文
語
へ
、
そ
し
て
口
語
体
と
い
う

歩
み
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
『
新
約
全
書
』
と
『
舊
約
全
書
』
が
出
版
さ
れ
た
明
治
時
代
中
期
、

福
沢
諭
吉
の
談
話
体
、
俗
文
の
文
章
も
す
で
に
現
わ
れ
て
い
た
が
、
一
般
に
出
版
物

は
文
語
で
書
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
次
の
文
体
の
画
期
的
訳
文
の
聖
書
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
𛀸
れ
𛂞
神み

𛂛

𛀚

子こ

イ
エ
ス 

キ
リ
ス
ト
𛂛
福ふ
く
い
ん音

𛂛
𛂦
𛁈始め

で
゛

ご
ざ
り
ま
𛁏
」。
井
深
梶
之

助
訳
『
新
約
聖
書
馬
可
傳
』
第
一
章
一
節
で
あ
る
。
当
時
未
だ
「
言
文
一
致
」
や

「
口
語
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
に（

（
（

、
井
深
は
こ
の
訳
を
「
俗
話
」

と
称
し
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
に
上
梓
し
て
い
る
。
言
文
一
致
小
説
、
二
葉

亭
四
迷
の
『
浮
雲
』
第
一
編
が
出
る
六
年
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
井
深
の
訳
文
は

聖
書
翻
訳
と
い
う
限
ら
れ
た
分
野
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
近
代
日
本
語
が
確
立
さ
れ

て
い
く
途
上
に
あ
っ
て
、
国
語
史
上
も
注
目
す
べ
き
文
体
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

明
治
元
訳
と
し
て
知
ら
れ
る
『
𦾔
新
約
全
書
』、
そ
し
て
大
正
改
訳
『
新
約
聖
書
』

と
は
ど
の
よ
う
な
聖
書
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
両
者
と
も
最
近
岩
波
文
庫
か
ら
復
刻
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刊
行
さ
れ
、
容
易
に
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
但
し
明
治
訳
は
旧
約
聖
書
の
み
）。

し
か
し
井
深
梶
之
助
訳
『
新
約
聖
書
馬
可
傳
俗
話
』
は
現
在
そ
の
存
在
が
ご
く
数
点

し
か
確
認
で
き
て
な
い
。
編
者
は
日
本
聖
書
協
会
図
書
館
で
同
書
を
目
に
し
た
時
、

こ
れ
は
邦
訳
聖
書
翻
訳
史
研
究
上
不
可
欠
の
資
料
で
は
な
い
か
、
こ
れ
を
残
し
て
関

心
を
持
た
れ
る
方
々
の
研
究
に
供
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
願
い
は
、
今

回
『
オ
ケ
イ
ジ
ョ
ナ
ル
ペ
ー
パ
ー
』
と
し
て
復
刻
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
。
こ

の
刊
行
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
、
特
に
原
稿
を
読
み
、
出

版
に
お
力
添
え
下
さ
っ
た
渡
辺
祐
子
先
生
に
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
儘
な
ら
ぬ

状
況
の
中
、
事
務
的
連
絡
を
密
に
し
て
下
さ
っ
た
高
橋
英
里
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
上

げ
た
い
。
日
本
聖
書
協
会
の
高
橋
祐
子
氏
及
び
飯
島
克
彦
氏
は
貴
重
な
資
料
の
複
写

を
快
く
し
て
下
さ
っ
た
ご
親
切
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

木
村
一
先
生
か
ら
は
、
国
語
学
上
の
助
言
、
ま
た
文
章
表
現
に
関
す
る
教
え
を
受

け
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

�

今
よ
り
八
十
年
前
の
こ
の
日
、「
戦
い
を
り
っ
ぱ
に
戦
い
、
走
る
べ
き
行
程

を
走
り
つ
く
し
」
天
に
凱
旋
し
た
井
深
梶
之
助
先
生
を
思
い
つ
つ
。

�

二
〇
二
〇
年
六
月
二
四
日　

編
者

註（
1
）	

『
日
本
聖
書
協
会
一
〇
〇
年
史
』
八
三
ペ
ー
ジ
。「
聖
書
改
訳
に
つ
き
卑
見
」
松
山

高
吉
の
覚
え
書
。

（
2
）	

山
本
正
秀
「
言
文
一
致
体
」（
岩
波
講
座
『
日
本
語
』
10
）
で
、「
口
語
体
」
の
初

見
は
『
言
語
学
雑
誌
』
第
一
巻
第
二
号
（
一
九
〇
〇
年
三
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
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『
新
約
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書
　
馬
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の
誤
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。
P.35 
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P.37 

P.38
の
第
四
章
は
第
五
章
の
誤
り
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解　
　
　

説

　
『
馬
可
傳　

俗
話
』
の
「
で
ご
ざ
り
ま
す
」
と
い
う
特
徴
的
文
末
表
現
を
井
深
は

何
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
柴
田
鳩
翁
の
『
鳩
翁
道
話
』
に
範
を
と
っ
た
と
い
う

説（
（
（

が
あ
る
。
他
に
も
江
戸
時
代
の
人
情
本
や
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
円
朝
落
語
の
速

記
本
も
世
に
広
く
出
回
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
井
深
梶
之
助
の
経
歴
か

ら
、
彼
の
師
で
あ
る
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
『
日
本
語
会
話
・
英
和
俗
語
会
話
集
』、

C
olloquial Japanese, or C

onversational Sentences and D
ialogues in English 

and Japanese w
ith An English-Japanese Index to serve as A Vocabulary, and An 

Introduction on G
ram

m
atical Structure of the Language (1863)

、
そ
の
会
話
体

日
本
語
、
敬
体
「
ゴ
ザ
リ
マ
ス
」、‘go za-ri-m

as’

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
『
新
約
聖
書
馬
可
傳
』
に
は
奥
付
が
な
く
、
訳
者
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
が
井

深
談
「
俗
語4

馬
可
傳
は
、
ア
メ
ル
マ
ン
（J. L. A

m
erm

an.

）
博
士
の
依
頼
で
、
私

が
既
に
出
來
上
っ
て
い
た
邦
譯
の
も
の
を
口
語
体
に
し
て
み
た
に
過
ぎ
な
い（

（
（

」
と

語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
訳
は
井
深
梶
之
助
に
よ
る
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
「
既
に
出
來
上
っ
て
い
た
邦
譯
」
と
は
、
井
深
も
関
わ
っ
て
い
た
翻
訳

委
員
社
中
訳
『
新
約
全
書
』（
一
八
八
〇
年
）
を
指
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
し
も
そ

の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
井
深
は
こ
の
大
事
業
を
単
独
で
、
し
か
も
わ
ず
か
一
年
と
い

う
短
期
間
で
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。
井
深
は
こ
の
年
に
東
京
一
致
神
学
校
助
教

授
に
招
聘
さ
れ
た
。
そ
の
前
年
に
は
結
婚
、
麹
町
教
会
牧
師
就
任
と
多
忙
を
き
わ
め

て
い
た
筈
で
あ
る
。
ア
メ
ル
マ
ン
か
ら
の
依
頼
が
い
つ
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
が
、

委
員
社
中
訳
『
馬
可
傳
』
分
冊
出
版
が
一
八
七
七
年
四
月
で
あ
る
か
ら
、
編
者
は
、

井
深
の
改
訳
は
こ
ち
ら
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
し
か
し
七
七
年
版
を

詳
し
く
読
ん
で
み
る
と
、
例
え
ば
、
前
出
一
章
一
節
は
「
こ
𛄀

𛀙神ミ

の
子こ

耶い
ゑ

穌𛁎

キ
リ
ス

ト
の
ふ
く
い
ん
の
𛂦
じ
め
な
り
」
と
あ
る
。
訳
文
自
体
は
『
新
約
全
書
』
の
そ
れ
と

全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
か
な
書
き
、
そ
の
他
表
記
の
仕
方
に
明
ら
か
に
違
い
が
あ

り
、
通
説
ど
お
り
井
深
訳
の
底
本
は
一
八
八
〇
年
『
新
約
全
書
』
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
井
深
訳
の
底
本
と
な
っ
た
『
新
約
全
書
』
は
翻
訳
委
員
社
中
の
日
本

人
補
佐
者
が
全
面
的
に
依
存
し
た
ブ
リ
ッ
ヂ
マ
ン
―
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
訳
『
舊
新
約

全
書
』（
上
海
美
華
書
館
、
一
八
六
三
―
六
四
年
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
漢
訳
文
を
基
に

し
た
委
員
社
中
訳
の
漢
文
直
訳
調
文
語
文
を
井
深
が
い
か
に
し
て
「
俗
話
」
訳
に
、

ま
た
自
然
な
日
本
語
に
近
づ
け
た
の
か
、
そ
の
翻
訳
過
程
を
以
下
の
視
点
か
ら
跡
付

け
て
み
よ
う（

（
（

。

1　
「
俗
話
」
と
い
う
井
深
の
文
体
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
文
末
表
現
。

2　

語
彙
に
つ
い
て
。
漢
語
を
和
語
、
あ
る
い
は
口
語
で
言
い
換
え
る
。

3　

�
中
国
語
の
影
響
を
残
す
漢
文
訓
読
体
に
よ
る
委
員
社
中
訳
を
日
本
語
の
語
順
に

変
え
る
。

4　

�

日
本
語
特
有
の
尊
敬
語
、
謙
譲
語
、
丁
寧
語
、
対
人
関
係
を
示
す
人
称
代
名
詞
、
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格
助
詞
を
加
え
る
。
名
詞
の
単
数
、
複
数
の
扱
い
。
主
語
の
省
略
、
敷
衍
的
訳
、

原
文
に
な
い
語
を
補
う
な
ど
の
工
夫
。

5　

�

文
字
と
表
記
。
変
体
が
な
、
送
り
が
な
、
促
音
、
拗
音
。
訳
文
は
漢
字
に
傍
訓

を
施
し
た
振
り
仮
名
の
方
を
本
文
と
す
る
。
固
有
名
詞
、
地
名
に
は
二
重
の
、

人
名
に
一
重
の
傍
線
を
付
す
。
段
落
、
分
節
化
し
な
い
。
引
用
文
、
会
話
文
に

か
ぎ
括
弧
を
施
さ
な
い
。
そ
の
他
の
記
号
等
。

6　

�

翻
訳
委
員
社
中
訳
と
井
深
訳
に
違
い
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
英
訳
聖
書

（K
ing Jam

es Version

）
を
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
に
よ
り
正
誤
を
判
断

す
る
。

7　

�

訳
語
に
つ
い
て
。
漢
訳
に
お
い
て
中
国
で
作
ら
れ
た
訳
語
が
『
新
約
全
書
』、

井
深
訳
、
大
正
改
訳
、
そ
し
て
聖
書
協
会
口
語
訳
へ
と
踏
襲
さ
れ
た
も
の
、
あ

る
い
は
変
え
ら
れ
た
語
な
ど
、
聖
書
の
日
本
語
訳
に
お
け
る
訳
語
の
変
遷
を
辿

る
。

註（
1
）	

藤
原
藤
男
『
聖
書
の
和
訳
と
文
体
論
』
一
四
九
ペ
ー
ジ
。

（
2
）	

『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
四
巻
、
三
五
五
ペ
ー
ジ
。

	

　

ア
メ
ル
マ
ン
博
士
、Jam

es Lansing A
m

erm
an

は
一
八
七
六
年
米
国
オ
ラ
ン
ダ
改

革
派
教
会
宣
教
師
と
し
て
来
日
、
横
浜
の
ブ
ラ
ウ
ン
塾
教
師
と
な
る
。
一
方
井
深
梶

之
助
は
一
八
五
四
年
会
津
藩
士
の
家
に
生
れ
、
戊
辰
戦
争
で
は
年
少
の
た
め
白
虎
隊

に
加
わ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
会
津
落
城
後
、
上
京
し
て
英
学
修
業
、
後
に
横

浜
ブ
ラ
ウ
ン
塾
に
学
び
、
七
三
年
、
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
よ
り
受
洗
。
ア
メ
ル
マ
ン

と
の
出
会
い
は
こ
の
塾
に
於
い
て
で
あ
っ
た
が
、
七
七
年
、
東
京
一
致
神
学
校
創
立

に
よ
り
、
同
校
教
授
と
な
る
ア
メ
ル
マ
ン
と
共
に
築
地
に
移
り
、
井
深
は
神
学
生
と

し
て
、
ま
た
ア
メ
ル
マ
ン
の
通
訳
と
し
て
講
義
を
助
け
る
。
後
に
井
深
は
ア
メ
ル
マ

ン
の
著
書
翻
訳
も
行
な
っ
て
い
る
。

	

　

井
深
は
八
八
年
、
明
治
学
院
教
授
、
九
一
年
に
Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
の
後
を
継
ぎ
明

治
学
院
第
二
代
総
理
に
就
任
。
九
九
年
、
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
に
対
し
て
、
そ
の

撤
回
を
求
め
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
守
る
運
動
の
中
心
的
働
き
を
し
た
。

（
3
）	

本
論
考
を
進
め
る
上
で
、
飯
田
晴
己
著
『
明
治
を
生
き
る
群
像
―
近
代
日
本
語
の

成
立
―
』
に
よ
り
、
多
く
の
示
唆
が
与
え
ら
れ
た
。
特
に
近
代
日
本
語
の
文
章
、
文

体
、
語
彙
、
文
字
と
表
記
法
、
文
法
な
ど
、
教
え
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し

ま
す
。
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凡　
　

例

引
用
聖
書
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
．
◯全	

『
引
照　

新
約
全
書
馬
可
傳
福
音
書
』
耶
蘇
降
生
一
千
八
百
八
十
年
、
明
治
十
三
年　

米
國
垩
書
會
社　

日
本
横
濱
印
行

2
．K

JV	
TH

E H
O

LY BIBLE C
ontaining TH

E O
LD

 AN
D

 N
EW

 TESTAM
EN

T, A
uthorised K

ing Jam
es Version, C

ollins W
orld

3
．G

K	�
『

イ
ン
タ
ー
リ
ニ
ア　

ギ
リ
シ
ャ
語
新
約
聖
書
』
白
畑
司
編
『
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
』
上
、
中
、
下
、
ポ
ー
ロ
ス
会　

二
〇
一
二
年

4
．
◯漢	�

『
新
約
全
書
』
横
濱
、
大
英
國
垩
書
會
社
、
一
八
八
一
年
（B

ridgm
an-C

ulbertson

訳
『
耶
穌
基
督
救
世
新
約
聖
書
』
上
海
、
美
華
書
館
、

一
八
五
九
年
の
復
刻
版
）

5
．
◯大	

大
正
改
訳
『
改
譯　

新
約
聖
書
』
日
本
垩
書
協
會
、
昭
和
二
八
年

6
．
◯口	

『
新
約
聖
書
』
一
九
五
四
年
改
訳　

日
本
聖
書
協
会

7
．RV	�

『
新
約
垩
書　

英
和
對
照
』　

日
本
垩
書
協
會　

英
文RV

はThe O
xford and C

am
bridge U

niversity Presses, the Revised Version text

8
．R

SV	�
TH

E H
O

LY BIBLE Revised Standard Version, N
ew

 Testam
ent, 1946, ZO

N
D

ERVA
N

 PU
B

LISH
IN

G
 H

O
U

SE, G
R

A
N

D
 R

A
PID

S

9
．
◯岩	

『
新
約
聖
書
福
音
書
』
新
約
聖
書
翻
訳
委
員
会
、
佐
藤
研
・
小
林
稔
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
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井
深
訳
の
『
馬
可
傳　

俗
話
』
一
章
三
節
は
、
イ
ザ
ヤ
書
四
十
章
三
節
か
ら
の
引

用
で
、
引
用
符
な
し
の
、
野の

に
呼よ
べ

𛃼
人ひ
と

の
聲こ
ゑ

𛀄
り
い
は
く
主𛁈

の
ゆ

衜み
ち

を
備そ

へ
𛂁

そ
の

ぢ

衜み
ち

筋𛁏

を
直𛂁

𛂻

く
せ
よ
、
で
あ
る
。
井
深
が
底
本
と
し
た
『
新
約
全
書
』、
こ
の
節
に
は
や
は

り
単
鉤
「  

」
が
な
く
、
野の

に
呼よ
べ

𛃼
人ひ
と

の
聲こ
ゑ

𛀄
り
云い
は

く
主𛁈

の
ゆ

衜み
ち

を
備そ

へ
𛂁

其
徑み
ち

す
じ
を

直
𛂁
𛂻

せ
く

よ
、
で
あ
る
。
井
深
が
漢
字
を
か
な
書
き
に
変
え
た
ほ
か
、
訳
文
自
体
は
全
く

同
じ
、
以
下
全
篇
、
旧
約
聖
書
か
ら
の
引
用
文
は
委
員
社
中
訳
と
同
じ
文
語
文
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
除
く
す
べ
て
が
井
深
の
い
う
俗
話
体
の
文
体
で
あ
る
。

　

文
体
の
特
徴
は
文
末
に
現
わ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
井
深
俗
話
文
の
文
末

表
現
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
一
章
一
節
の
「
ご
ざ
り
ま
す
」（
以
下
変
体

が
な
を
普
通
の
か
な
に
直
し
て
表
記
）
は
、
七
節
の
、
私

わ
た
く
しは

か
ゞ
ん
で
そ
の
履く
つ

の

ひ
も
を
と
く
に
も
足た

ら

ぬ
も
の
で
ご
ざ
り
ま
す
、
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
ご
ざ

る
」
に
「
ま
す
」
を
添
え
た
敬
語
で
あ
る
。
以
下
典
型
的
な
末
辞
を
も
つ
例
を
あ
げ

る
。（
漢
字
の
ふ
り
が
な
は
特
別
の
読
み
方
を
す
る
も
の
を
除
き
省
略
す
る
。）

1
　
文
末
辞

1:6　

ヨ
ハ
ネ
𛂞
…
蝗い
な
ご蟲

と
野
密
を
た
べ
て
居
り
ま
𛁈𛁈
た
。（
◯全 

食く
ら

へ
り
）

3:20�　

食
事
を
す
る
暇
も
ご
ざ
り
ま
せ
ん
で
あ
り
ま
し
た
（
◯全 

喰
す
る
暇い
と
まも

な
か

り
き
）

1:24　

私
共
𛂞
あ
な
た
と
何
の
關か

ゝ
は
り係
が
あ
𛃶𛃶
ま
す
か
（
◯全 

有
ん
や
）

7:23�　
こ
れ
ら
の
惡
き
こ
と
は
み
な
内
よ
り
出
ゝ
ひ
と
を
け
が
す
も
の
で
あ
る
（
◯全 

也
）

2:22　

か
は
ぶ
く
ろ
𛂞
破
れ
る
で
あ
ら
う
（
◯全 

壊す
た

る
べ
し
）

5:23　

そ
う
す
れ
ば
女

む
す
め

𛂞
生い
き

ま
せ
う
（
◯全 

生
べ
し
）

4:4　

空
の
鳥
が
き
て
こ
れ
を
食く
つ

た
（
◯全 

食く
ら

へ
り
）

4:7　

實
を
む
す
ば
な
ん
だ
（
◯全 

結゙
𛂞
ざ
り
き
）

2:5�　

子
よ
汝
の
罪
𛂞
ゆ
る
さ
れ
た
ぞ
と
お
ふ
せ
ら
れ
ま
し
た

　
（
◯全 

爾
の
罪
赦
さ
れ
た
り
）

10:49　

安
心
𛁈
て
た
ち
な
さ
い
（
◯全 

安
ん
ぜ
よ
起た
て

）

6:25�　

バ（

マ

マ

）

プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
首
を
…
…
私
に
く
だ
さ
い
ま
せ
と
ま
う
し
ま
し
た

　
（
◯全 

我わ
れ

に
賜た
ま

へ
…
）

5:7　

ど
う
ぞ
わ
た
く
し
を
く
る
し
め
て
く
だ
さ
る
な
（
◯全 

苦
む
る
こ
と
勿な
か

れ
）

1:43　

人
に
何
も
は
な
し
て
𛂞
な
ら
ぬ
ぞ
（
◯全 

人
に
告
る
勿な
か

れ
）

1:44　

モ
ー
セ
が
い
ひ
つ
け
た
も
の
を
獻
ろ
（
◯全 

獻
て
…
な
せ
）

6:27　

ヨ
ハ
ネ
の
首
を
も
つ
て
來こ

い

（
◯全 

携も
ち
き
た來
れ
）

2:11　

汝
の
家
に
歸
れ
（
◯全 

歸
れ
）

12:15　

デ
ナ
リ
を
わ
れ
に
も
つ
て
き
て
見
せ
ろ
（
◯全 

觀み
せ

よ
）

12:17　

神
の
も
の
𛂞
神
に
か
へ
せ
（
◯全 

歸
す
べ
し
）

11:2　

そ
れ
を
解と

い

て
牽ひ
い

て
こ
い
（
◯全 

牽ひ
き
き
た來

れ
）

　
　
文
末
辞
で
な
い
が
勧
誘
、
決
意
の
表
現
（
口
語
）

12:7�　

こ
れ
は
嗣あ
と
つ
ぎ子

で
あ
る
サ
ア
こ
れ
を
殺
そ
う

　
（
◯全 

此こ

𛂞
嗣あ
と
つ
ぎ司
な
𛃶
率い
で

こ
れ
を
殺
さ
ん
）

　
（K

JV  C
om

e, let us kill him
,

　
（G

K  δευ̑τε ἀποκτείνωμεν αὐτόν,

12:14�　

さ
て
貢
を
カ
イ
ザ
ル
に
納
る
𛂞
宣
𛁈
う
ご
ざ
り
ま
す
か
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（
◯全 

貢
を
カ
イ
ザ
ル
に
納
る
𛂞
宣よ
き

や
否い
な

　
（K

JV�  but teachest the w
ay of G

od in truth: Is it law
ful to give tribute to 

C
aesar, or not ?

　
　
欧
文
直
訳
体
の
影
響
か
、
し
か
も
抽
象
名
詞
を
主
語
に
す
る
表
現
。

　
　
日
本
語
と
し
て
馴
染
ま
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

5:34　

な
ん
ぢ
の
信
仰
が
な
ん
ぢ
を
す
く
つ
た
（
◯全 

爾
の
信
な
ん
ぢ
を
救
り
）

　
（K

JV  thy faith hath m
ade thee w

hole;

　
　
関
係
代
名
詞
的
訳
「
と
こ
ろ
の
」

6:16　

こ
れ
𛂞
わ
が
そ
の
首
を
斬
た
と
こ
ろ
の
ヨ
ハ
ネ
で
あ
る

　
（
◯全 

是
わ
が
首
斬
し
所
の
ヨ
ハ
子
也
）

　
（K

JV  It is John, w
hom

 I beheaded:

11:21　

お
詛
な
さ
れ
た
い
ち
じ
く
は
枯
て
し
ま
い
ま
し
た

　
（
◯全 

詛
し
所
の
無
花
果
樹
𛂞
枯
た
り
）

　
（K

JV  The fig tree w
hich thou cursedst is w

ithered aw
ay.

　

こ
の
節
は
『
全
書
』
の
「
詛
し
所
の
」
と
い
う
関
係
代
名
詞
的
訳
が
改
善
さ
れ

て
い
る
。

2
　
語
彙
な
ど

　

文
体
上
の
違
い
は
文
末
辞
だ
け
で
な
く
単
語
、
語
彙
の
表
現
に
も
見
ら
れ
る
。
井

深
訳
は
『
新
約
全
書
』
の
漢
語
を
和
語
に
言
い
替
え
て
い
る
。

　

漢
訳
聖
書
の
影
響
を
受
け
た
邦
訳
の
訳
語
の
変
遷
を
、
井
深
訳
、『
新
約
全
書
』、

漢
訳
、
大
正
訳
、
口
語
訳
の
順
に
追
っ
て
み
よ
う
。

　
委
員
社
中
『
新
約
全
書
』
が
漢
語
と
し
た
も
の
を
井
深
訳
は
和
語
に
言
い
換
え
た
も
の

章節

（
一
八
八
一
年
）

（
一
八
八
〇
年
）

（
一
八
六
三
年
）

（
一
九
一
七
年
）

（
一
九
五
四
年
）

井
深
訳
（
和
語
）

新
約
全
書
（
漢
語
）

漢
訳

大
正
改
訳
（
文
語
）

聖
書
協
会
（
口
語
）

3:29

　

垩
き
よ
き

靈み
た
ま　

垩せ
い
れ
い靈

垩
靈

垩せ
い
れ
い靈

聖せ
い
れ
い霊

13:3

お
坐す

り
𛂞

な
さ
れ
た

坐ざ

し
給た
ま
ひし
に

坐

坐ざ

し
給た
ま

へ
る

す
わ
っ
て
お
ら
れ
る

5:34

安や
す
ら
か然
に

安あ
ん
ぜ
ん然
に

安
然

安や
す

ら
か
に

安あ
ん
し
ん心
し
て

5:43

食た
べ
も
の物

　

食𛁈

 

物
よ
く
も
つ　

食

　

食
し
よ
く

物も
つ　

　

食
し
ょ
く

物も
つ　

6:3

　

姉あ
ね

妹
い
も
う
と　

姉し
ま
ひ妹

姊
妹

姉し
ま
い妹

姉し
ま
い妹
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6:49

化ば
け
も
の物

變へ
ん

化げ

怪
物

變へ
ん

化げ

幽ゆ
う
れ
い霊

8:12

ふ
か
く
な
げ
い
て

深ふ
か

く
歎た
ん
そ
く息
し
て

太
息

深ふ
か

く
歎た
ん

じ
て

深ふ
か

く
歎た
ん
そ
く息
し
て

9:34
　

黙だ
ま
つて
を
り
ま
し
た　

黙も
く
ね
ん然
た
り

黙
然

黙も
く
ね
ん然
た
り

黙だ
ま

っ
て

10:6
　

開よ
の
ひ
ら
け闢る
は
じ
め　

　

開か
い

闢び
や
くの
は
じ
め　

創
造
之
始

開か
い

闢び
や
くの
初
は
じ
め

天て
ん

地ち

創そ
う
ぞ
う造
の
初
め

16:1

　

香
に
ほ
ひ

膏あ
ぶ
ら　

香か
う
も
つ料

香
料

香か
う
れ
う料

　

香こ
う

料り
よ
う　

10:6

　

男を
と
こと
女を
ん
な　

　

男な
ん
に
よ女　

爲
男
為
女

男を
と
こと
女
を
ん
な

　

男お
と
こと
女お
ん
な　

（「
な
ん
」「
に
よ
」
は
漢
音
で
な
く
呉
音
、
明
治
二
十
年
代

に
呉
音
と
漢
音
の
交
替
が
行
わ
れ
た（

（
（

）

4:27

夜よ
る
ひ
る日

日
夜

日
夜

日に
ち

夜や

夜よ
る
ひ
る昼

（
明
治
前
期
、
二
字
の
漢
語
字
順
逆
に
な
っ
た
語（

（
（

）

6:50

安あ
ん
し
ん心
せ
よ

心
安や
す

か
れ

安
爾
心

心こ
こ
ろ

安や
す

か
れ

し
っ
か
り
す
る
の
だ

　
委
員
社
中
『
新
約
全
書
』
が
漢
訳
を
和
語
に
訳
し
た
語
を
井
深
訳
は
漢
語
に
戻
し
た
も
の

井
深
訳
（
漢
語
）

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

1:16

漁れ
う
し者

　

漁
す
な
ど
り

者び
と　

漁
者

　

漁
す
な
ど
り

人び
と　

　

漁
り
ょ
う

師し　

1:31

給き
ふ
じ事

供つ
か
へ事

供
事

事つ
か

ふ

も
て
な
し
た

1:40

御ぎ
よ

意い

に
か
な
へ
ば

聖こ
ゝ
ろ意
に
適か
な
ふと
き
𛂞

肯

御み
こ
こ
ろ意
な
ら
ば

み
こ
こ
ろ
で
し
た
ら

4:17

暫ざ
ん

時じ

暫𛁈

時ば
し

暫

暫し
ば

し

し
ば
ら
く

5:33

白は
く

状じ
や
うい
た
し
ま
し
た

實あ
り
の
ま情ゝ
を
告つ
ぐ

實
告

あ
り
し
ま
ま
を
告つ

ぐ

あ
り
の
ま
ま
を
申も
う

し
上あ

げ
た

6:3

大だ
い
く匠

木た
く
み匠

木
工

木た
く
み匠

大だ
い
く工

6:5

　

病
び
や
う

人に
ん　

　

患
わ
づ
ら
ふ

者も
の　

病
者

病や

め
る
者も
の

病び
よ
う
に
ん人

6:11

　

證𛁈

據
よ
う
こ　

　

證あ
か
し　

證

　

證あ
か
し　

し
る
し

13:24

　

患
く
わ
ん

難な
ん　

患な
や
み難

患
難

患な
や
み難

患か
ん
な
ん難
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14:5

貧び
ん
ぼ
う
に
ん

乏
人

　

貧
ま
づ
し
き

者も
の　

貧

貧ま
づ

し
き
者も
の

貧ま
ず

し
い
人ひ
と

た
ち

14:49

毎ま
い
に
ち日

日
々

日

日ひ

び々

毎ま
い
に
ち日

14:64

御ご

邉へ
ん
た
ち達

爾
曹

爾

な
ん
ぢ
ら

あ
な
た
が
た

15:45

死し

骸が
い

□𛁈

屍か
ば
ね
　

屍

屍し
か
ば
ね體

死し

体た
い

16:5

不ふ

し

ぎ
思
議
に
お
も
ひ

　

異
あ
や

め
𛁈

り　

駭
異

　

驚お
ど
ろく　

　

驚お
ど
ろい
た　

　『
新
約
全
書
』
の
訳
語
（
漢
語
）
を
和
語
、
口
語
に
換
え
、
ひ
ら
が
な
で
表
記
し
た
も
の

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

2:7

な
ぜ
こ
の
や
う
な

何な
に
ゆ
え故

何
如

な
ん
ぞ

な
ぜ

3:11

あ
な
た

　

爾な
ん
じ　

爾

な
ん
ぢ

あ
な
た

4:30

何な
に

に
な
ぞ
ら
へ

何い
か

に
比な
ぞ
らへ

何
以
比

何な
に

に
な
ず
ら
へ

何な
に

に
比く
ら

べ
よ
う
か

6:19

そ
ふ
い
ふ
わ
け
に
𛂞
行ゆ
か

ず
に

し
か
と
能あ
た
はざ
り
き

弗
得

能あ
た

は
ず

で
き
な
い
で
い
た

6:55

か
け
ま
は
つ
て

馳は
せ

ゆ
き

馳

馳は

せ
ま
は
り

駆か

け
め
ぐ
り

7:5

ど
う
い
ふ
譯わ
け

で

何
ゆ
ゑ

何

な
に
ゆ
ゑ

な
ぜ

7:28

お
ふ
せ
の
と
ほ
り

□𛁈

然か
り　

然

然し
か

り

お
言こ
と

葉ば

ど
お
り
で
す

8:2

あ
は
れ
む

憫あ
は
れむ

憫

　

憫あ
は
れむ　

か
わ
い
そ
う
で
あ
る

8:3

途み
ち

で
な
や
む

　

途み

ち間
に
て

ん
な
や
ま

　

途
間
必
困
憊

途み
ち

に
て
疲つ
か

れ
果は

て
ん

途と
ち
ゆ中
で
弱よ
わ

り
切き

っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う

9:3

出
來
ま
い

爲な
し
あ
た能

𛂞
ざ
る

無
能

爲な

し
得え

ぬ

で
き
な
い
く
ら
い

9:11

ど
う
い
ふ
こ
と
で

ご
ざ
り
ま
す
か

何な
に

ぞ
や

何
歟

何な
に
ゆ
ゑ故

な
ぜ
か

12:12

ひ
と
〴
〵
を
お
そ
れ

　

衆ひ
と

人〴
〵

を
懼お
そ
れ　

懼
眾

　

群ぐ
ん

衆じ
ゆ
うを
恐お
そ

れ　

　

群ぐ
ん

衆し
ゅ
うを
恐お
そ

れ
た　
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12:34

そ
の
わ
け
の
わ
か
つ
た
こ
た
へ

道こ
と
わ
り理
を
知し
れ

る
答

以
智
應
對

聰さ
と

く
答こ
た

へ
し

適て
き
せ
つ切
な
答こ
た
えを
し
た

14:1

た
ば
か
つ
て

詭た
ば
か
り計
を
以も

て

謀
以
詭
計

詭た
ば
か
り計
を
も
て

策さ
く
り
や
く
略
を
も
っ
て

13:3

ひ
そ
か
に
問と
ふ

て

　

竊ひ
そ
かに
問と
ひ

け
る
𛂞　

竊
問

　

窃ひ
そ
かに
問と

ふ　

ひ
そ
か
に
お
尋た
ず

ね
し
た

14:36

で
き
ぬ
こ
と
𛂞
ご
ざ
り
ま
せ
ん
　

能あ
た
はざ
る
な
し　

無
所
不
能

能あ
た

は
ぬ
事こ
と

な
し

で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

14:70

い
ひ
け
し
ま
し
た

　

肯
う
け
が

𛂞
ず　

諱

　

肯う
け
がは
ず　

打う

ち
消け
し

し
た

12:13

ヘ
ロ
デ
の
と
も
が
ら

　

ヘ
ロ
デ
の
黨
と
も
が
ら　

希
律
黨

ヘ
ロ
デ
黨た
う

ヘ
ロ
デ
党と
う

の
者も
の

12:20

こ
ゝ
に

爰こ
ゝ

に

ナ
シ

こ
こ
に

こ
こ
に

 K
JV  N

ow

　
逆
に
『
新
約
全
書
』
は
か
な
が
き
を
井
深
訳
で
は
漢
字
に
表
記
し
た
も
の

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

10:5

不つ
れ
な
い情

つ
れ
な
き

硬

つ
れ
な
き

か
た
く
な

13:18

冬
に
遁に
げ

る

冬
に
ぐ
る

冬
時
逃
遁

冬ふ
ゆ

お
こ
ら
ぬ
や
う
に

冬ふ
ゆ

お
こ
ら
ぬ
よ
う
に

15:43

　

憚
は
ゞ
か
らず　

は
ゞ
か
ら
ず

毅
然

　

憚は
は
から
ず　

大だ
い
た
ん胆
に
も

13:33

　

愼
つ
ゝ
し
んで　

つ
ゝ
し
𛃉
て

愼

　

心こ
こ
ろし
て　

気き

を
つ
け
て

　『
全
書
』
委
員
社
中
で
す
で
に
和
語
に
な
っ
て
い
る
語
を
、
井
深
訳
は
さ
ら
に
口
語
に
言
い
換
え
た
も
の

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

3:14

御
自
分
と
ゝ
も
に

　

巳お
の
れと
偕と
も

に　

偕
己

御み

側そ
ば

に

自じ

分ぶ
ん

の
そ
ば
に

3:32

お
母か
ゝ

さ
ん

母は
ゝ

母

母は
は

母は
は
う
え上

5:21

　

向
む
か
ふ

岸き
し　

彼あ
な
た岸

彼
岸

か
な
た

向む

こ
う
岸ぎ
し

5:39

寢ね

た
の
で
あ
る

寝い
ね

た
る

寢

寐い

ね
た
る

眠ね
む

っ
て
い
る
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12:34

そ
の
わ
け
の
わ
か
つ
た
こ
た
へ

道こ
と
わ
り理
を
知し
れ

る
答

以
智
應
對

聰さ
と

く
答こ
た

へ
し

適て
き
せ
つ切
な
答こ
た
えを
し
た

14:1

た
ば
か
つ
て

詭た
ば
か
り計
を
以も

て

謀
以
詭
計

詭た
ば
か
り計
を
も
て

策さ
く
り
や
く
略
を
も
っ
て

13:3

ひ
そ
か
に
問と
ふ

て

　

竊ひ
そ
かに
問と
ひ

け
る
𛂞　

竊
問

　

窃ひ
そ
かに
問と

ふ　

ひ
そ
か
に
お
尋た
ず

ね
し
た

14:36

で
き
ぬ
こ
と
𛂞
ご
ざ
り
ま
せ
ん
　

能あ
た
はざ
る
な
し　

無
所
不
能

能あ
た

は
ぬ
事こ
と

な
し

で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

14:70

い
ひ
け
し
ま
し
た

　

肯
う
け
が

𛂞
ず　

諱

　

肯う
け
がは
ず　

打う

ち
消け
し

し
た

12:13

ヘ
ロ
デ
の
と
も
が
ら

　

ヘ
ロ
デ
の
黨
と
も
が
ら　

希
律
黨

ヘ
ロ
デ
黨た
う

ヘ
ロ
デ
党と
う

の
者も
の

12:20

こ
ゝ
に

爰こ
ゝ

に

ナ
シ

こ
こ
に

こ
こ
に

 K
JV  N

ow

　
逆
に
『
新
約
全
書
』
は
か
な
が
き
を
井
深
訳
で
は
漢
字
に
表
記
し
た
も
の

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

10:5

不つ
れ
な
い情

つ
れ
な
き

硬

つ
れ
な
き

か
た
く
な

13:18

冬
に
遁に
げ

る

冬
に
ぐ
る

冬
時
逃
遁

冬ふ
ゆ

お
こ
ら
ぬ
や
う
に

冬ふ
ゆ

お
こ
ら
ぬ
よ
う
に

15:43

　

憚
は
ゞ
か
らず　

は
ゞ
か
ら
ず

毅
然

　

憚は
は
から
ず　

大だ
い
た
ん胆
に
も

13:33

　

愼
つ
ゝ
し
んで　

つ
ゝ
し
𛃉
て

愼

　

心こ
こ
ろし
て　

気き

を
つ
け
て

　『
全
書
』
委
員
社
中
で
す
で
に
和
語
に
な
っ
て
い
る
語
を
、
井
深
訳
は
さ
ら
に
口
語
に
言
い
換
え
た
も
の

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

3:14

御
自
分
と
ゝ
も
に

　

巳お
の
れと
偕と
も

に　

偕
己

御み

側そ
ば

に

自じ

分ぶ
ん

の
そ
ば
に

3:32

お
母か
ゝ

さ
ん

母は
ゝ

母

母は
は

母は
は
う
え上

5:21

　

向
む
か
ふ

岸き
し　

彼あ
な
た岸

彼
岸

か
な
た

向む

こ
う
岸ぎ
し

5:39

寢ね

た
の
で
あ
る

寝い
ね

た
る

寢

寐い

ね
た
る

眠ね
む

っ
て
い
る

6:50

安
心
せ
よ

心
安や
す

か
れ

安
爾
心

　

心
こ
こ
ろ

安や
す

か
れ　

し
っ
か
り
す
る
の
だ

8:4

何ど

こ處
で

何い
づ
こ處
よ
り

處
何

何い
づ
こ處
よ
り

ど
こ
か
ら

9:3

出
來
ま
い

爲な
し
あ
た能

𛂞
ざ
る

無
能

爲な

し
得え

ぬ

で
き
な
い
く
ら
い

9:39

惡
く
い
ひ
な
す
こ
と
の
で
き
る
も
の

●そ誹り得う

る

𛁈

者　

輕
誹

譏そ
し

り
得う

る
者も
の

そ
し
る

12:4

　

頭あ
た
ま　

　

首か
ふ
べ　

首

　

首か
ふ
べ　

　

頭あ
た
ま　

12:25

　

娶
よ
め
と
りも
せ
ず　

　

娶め
と
らず　

不
娶

娶め
と

ら
ず

と
つい
だ
り
す
る
こ
と
は
な
い

13:16

衣き
も
の服

衣こ
ろ
も服

衣

上う
は
ぎ衣

上う
わ
ぎ着

13:31

天
地
𛂞
な
く
な
る

天て
ん

地ち

𛂞
廢う
せ

ん

天
地
必
廢

天て
ん

地ち

は
過す

ぎ
ゆ
か
ん

天て
ん

地ち

は
滅ほ
ろ

び
る
で
あ
ろ
う

14:14

先せ
ん
せ
い生

師𛁈

師

師し

先せ
ん
せ
い生

14:58

神𛃉

殿や

を
こ
は
し
て

聖み

や殿
を
毀こ
ぼ

ち

毀
之

宮み
や

を
毀こ
ぼ

ち

神し
ん
で
ん殿
を
打う

ち
こ
わ
し

15:5

不ふ

し

ぎ
思
議

　

奇あ
や

○𛁈

奇

怪あ
や

し
む
ば
か
り

不ふ

し

ぎ
思
議

16:17

外ほ
か
ぐ
に國
の
こ
と
ば

異こ
と
く
に邦
の
方こ
と
ば言

異
邦
方
言

　

新あ
た
らし
き
言こ
と
ば　

　

新あ
た
らし
い
言こ
と
ば葉　

 G
K  уλώσσαις λαλήσονσιν καιναι̑ς, 

井
深
訳
と
『
新
約
全
書
』　
の
か
な
と
漢
字
の
違
い

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

1:11

わ
が
喜
ぶ
と
こ
ろ
の

わ
が
悦よ
ろ
こぶ
所
の

我
所
喜
悦

我わ

が
愛い
つ
くし
む

わ
た
し
の
心こ
こ
ろに
か
な
う

1:24

關か
ゝ
は
り係

　

與か
ゝ
はり　

與

關か
か
は
り係

係か
か

わ
り

1:28

廣ひ
ろ

ま
り
ま
し
た

　

播ひ
ろ
がり
ぬ　

洋
溢

　

弘ひ
ろ
まり
た
り　

ひ
ろ
ま
っ
た

1:45

邑ま
ち

城ま
ち

城

町ま
ち

町ま
ち

3:12

お
禁い
ま
しめ
な
さ
れ
ま
し
た
　

戒い
ま
しめ
た
り　

戒

　

戒い
ま
しめ
給た
ま

ふ　

　

戒い
ま
しめ
ら
れ
た　
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3:15

愈い
や

し

醫い
や

し

醫

ナ
シ

ナ
シ

 RV  and to have authority to cast out devils: （
大
正
訳
が
参

考
に
し
た
）。 R

SV  and have authority to cast out dem
ons: 

（
口
語
訳
が
参
考
に
し
た
）。

3:28

汝な
ん
ぢ
ら曹

爾な
ん
ぢ
ら曹

爾

　

汝な
ん
ぢら　

ナ
シ

4:22
　

顯あ
き
らか
に
な
ら
ぬ　

明あ
き
ら
か瞭
に
な
ら
ざ
る

不
致
現

　

顯あ
ら
はる
る
爲た
め

な
ら
で　

　

現あ
ら
われ
な
い
も
の
は
な
く　

4:31

　

萬よ
ろ
づの
た
ね　

百よ
ろ
づ様
の
種た
ね

百
種

　

萬よ
ろ
づの
種た
ね　

ど
ん
な
種た
ね

よ
り
も

4:37

大お
ほ
か
ぜ風

颶お
ほ
か
ぜ風

颶
風

颶は
や
て風

突と
っ
ぷ
う風

4:39

風か
せ

𛂞
や

（
マ
マ
）

ん
で
た
い
そ
う

　

穩
お
だ
や
かに
な
り　

風
や
𛃉
て
大
に
和な

ぎ
た
り

風
卽
止
、

乃
大
平
息

風か
ぜ

や
み
て
、
大お
お
いな
る
凪な
ぎ

と

な
り
ぬ

風か
ぜ

は
や
ん
で
、
大お
お

な
ぎ
に

な
っ
た

5:10

　

頻し
き
りに　

　

切き
りに
𛁈

　

遂
切

切せ
つ

に

し
き
り
に

5:14

　

遁
に
げ
て

行い
つ

て　

逃に
げ

ゆ
き
て

奔

逃に

げ
往ゆ

き
て

逃に

げ
出だ

し
て

5:14

村む
ら
〳
〵々

郷む
ら
〳村〵

村

町ま
ち

に
も
里さ
と

に
も

町ま
ち

や
村む
ら

5:19

憐あ

れ
𛂞

み

　

恤
あ
は
れ

𛃉　

恤

　

憫あ
は
れみ　

あ
わ
れ
ん
で

4:25

有も
た

ぬ
も
の

無も
た
ぬ
も
の

有
者

無
有
者

有も

た
ぬ
人

持も

っ
て
い
な
い
人ひ
と

5:38

　

騒さ

立ぎ
た
て

ゝ

𛂞

　

忙さ
わ
ぎ亂
い
た
く

號
晀

　

騒さ
わ
ぎ　

騒さ
わ

い
で
い
る

5:26

身し
ん
だ
い代

所し
ん
だ
い有

所
有

有も

て
る
物も
の

持も

ち
物も
の

み
な

5:26

何な
ん

の
甲か

い斐
も
な
く

何な
ん

の
益か
ひ

も
な
く

不
見
益

何な
ん

の
效か
ひ

な
く

な
ん
の
か
い
も
な
い

5:5

お
の
れ
の
身み

に
痍き
づ

を
つ
け

己お
の

が
身み

に
傷き
づ

つ
け

自
傷

己お
の

が
身み

を
…
傷き
ず

つ
け

自じ

分ぶ
ん

の
か
ら
だ
を
傷き
ず

つ
け
て

6:2

人ひ
と
〴
〵々

衆ひ
と
〴人〵

眾

多お
ほ

く
の
も
の

人ひ
と
び
と々

6:8

食く
ひ
も
の物

糧く
ひ
も
の食

糧

糧か
て

パ
ン

6:33

徒か
ち

で

歩か

ち行
に
て

徒
行

徒か

ち歩

駆か

け
つ
け
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6:52

パ
ン
の
不
思
議ぎ

パ
ン
の
寄ふ
し
ぎ跡

餅
之
奇
跡

パ
ン
の
事こ
と

パ
ン
の
こ
と

 G
K  ἐτὶ τοι̑ς ἄρτοις    K

JV  the m
iracle of the loaves   

 RV  concerning the loaves    R
SV  about the loaves 

7:3

　

言い
ひ

傳つ
た
へ　

遺つ
た
へ傳

遺
傳

　

言い
ひ

傳つ
た
へ　

言い
い
つ
た伝
え

7:4

　

盃
さ
か
づ
き　

　

杯
さ
か
づ
き　

杯

酒さ
か
づ
き杯

　

杯
さ
か
ず
き　

7:4

樣さ
ま
〴
〵々

多さ
ま
〴端〵

多
端

多
く
の

た
く
さ
ん

7:9

自お
の
れ己

　

己お
の
れ　

爾

お
の
れ

自じ

分ぶ
ん

た
ち

7:17

意こ
ゝ
ろ味

　

意こ
ゝ
ろ　

之

ナ
シ

ナ
シ

 G
K  περὶ τὴς παραβολής    K

JV  concerning the parable   
 RV  asked of him

 the parable    R
SV  about the parable

8:3

遠と
ほ
く方

遠と
ほ
く處

遠
來

遠と
ほ

く

遠と
ほ

く

8:8

筐か
ご

籃

籃

籃か
ご

か
ご

 G
K  σπυρίς  

6:43 κόϕινος 

も
「
筐
」
と
訳
し
て
い
る
。

9:29

　

こ
の
類た
ぐ
ひ　

　

此
族た
ぐ
ひ　

此
族

　

こ
の
類た
ぐ
ひ　

こ
の
た
ぐ
い

9:41

　

報む
く
い　

　

賞む
く
い　

賞

　

報む
く
い　

報む
く

い

9:43

消
ざ
る
火ひ

滅き

ざ
𛀁

る
火

不
滅
之
火

消き

え
ぬ
火

消き

え
な
い
火ひ

9:45

生い
の
ち命

永い
の
ち生

生

生い
の
ち命

　

命い
の
ち　

10:5

律お
き
て法

　

命お
き
て　

命

誡い
ま
し
め命

定さ
だ

め

10:10

家い
へ

室い
へ

室

家い
へ

家い
え

10:13

　

捫さ
は
られ
る
た
め　

　

撫さ
は
られ
ん
が
た
め　

撫

觸さ
は

り
給た
ま

は
ん

さ
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め

10:19

な
ん
ぢ
が
知し
る

と
ほ
り

で
あ
る

爾
が
識𛁈

と
る

こ
り
な
り

爾
識

汝な
ん
ぢが
知し

る
と
こ
ろ
な
り

あ
な
た
の
知し

っ
て
い
る

と
お
り
で
あ
る

10:19

　

僞
い
つ
は
りの
證あ
か
し　

　

妄
い
つ
は
りの
証あ
か
し　

妄
證

僞ぎ
し
ょ
う證
を
立た

つ
る

偽ぎ
し
ょ
う証
を
立た

て
る
な

10:21

貨た
か
ら財

　

財た
か
ら　

財

財た
か
ら寶

　

宝た
か
ら　

10:25

針は
り

の
孔あ
な

を
通と
ほ

る

針
の
孔
を
穿と
ほ

る

穿
針
孔

針は
り

の
孔あ
な

を
通と
ほ

る

針は
り

の
穴あ
な

を
通と
お

る
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10:30

限か
ぎ

り
な
き
生い
の
ち命

　

窮か
ぎ
りな
き
生い
の
ち　

永
生

永と
こ
し
へ遠
の
生い
の
ち命

永え
い
え
ん遠
の
生せ
い
め
い命

10:52

行ゆ
け

往ゆ
け

往

ゆ
け

行い

け

11:2

　

向む
か
ふの
村む
ら　

對む
か
ふ面
の
村む
ら

對
面
之
村

む
か
ひ
の
村む
ら

む
こ
う
の
村む
ら

11:11

神𛃉

殿や

聖み

や殿

殿

宮み
や

宮み
や

11:13

　

無い
ち

花𛁈

果く

○

゛

無い
ち
じ
く

花
菓

無
花
果

無い
ち
じ
く

花
果

い
ち
じ
く

11:14

實み

果み

果

果み

実み

11:15

鴿は
と

を
う
る
も
の

鴿は
と

を
鬻う
る

者も
の

鬻
鴿
者

鴿は
と

を
賣う

る
も
の

は
と
を
売う

る
者も
の

11:17

わ
が
家い
へ

我わ
が
い
へ室

我
室

わ
が
家い
へ

わ
た
し
の
家い
え

11:19

　

都み
や
こ　

城み
や
こ邑

城

　

都み
や
こ　

　

都み
や
こ　

11:24

願ね
が

ふ
も
の

求ね
が

ふ
所
の
も
の

何
求

願ね
が

ふ
事こ
と

祈い
の

り
求も
と

め
る
こ
と

11:25

ひ
と
を
恨う
ら

ら

（
マ
マ
）

む

　

人
を
憾う
ら
む　

人
有
憾

人ひ
と

を
怨う
ら

む

恨う
ら

み
事ご
と

12:1
　

農
ひ
や
く

夫し
や
うに
か
し
て　

農
夫
に
租か

し與
て

租
與
農
夫

農の
う

夫ふ

ど
も

農の
う

夫ふ

た
ち

12:5

打う
つ

た
り
殺こ
ろ

し
た
り

撲う
ち

あ
ひ
（
マ
マ
）𛂞
殺
し
ぬ

撲
之
、或
殺
之
或あ
る
ひは
打う

ち
或あ
る
ひは
殺こ
ろ

し
た
り

打う

っ
た
り
、
殺こ
ろ

し
た
り

12:7

身し
ん
だ
い代

産さ
ん
げ
う業

業

嗣し

業げ
ふ

財ざ
い
さ
ん産

13:8

騒そ
う
ど
う動

變み
だ
れ亂

變

ナ
シ

ナ
シ

 K
JV  there shall be fam

ines and troubles    RV  there shall 
be fam

ines:    R
SV  there shall be fam

ines; 

12:10

家い
へ

の
す
み
の
首お
や
い
し石

屋い
へ

の
隅す
み

の
首お
や
い
し石

屋
隅
之
首
石

隅す
み

の
首お
や
い
し石

隅す
み

の
か
し
ら
石い
し

12:24

　

神か
み

の
力ち
か
ら　

　

神
の
能ち
か
ら　

神
之
能

神か
み

の
能ち
か
ら力

　

神か
み

の
力ち
か
ら　

12:33

　

供
そ
な
へ

物も
の　

　

禮
そ
な
へ

物も
の　

祭
祀

犧い
け
に
へ牲

犠ぎ

牲せ
い

12:35

　

教を
し
へ　

教を
し
へ誨

教
誨

教を
し

ふ

教お
し

え
て
お
ら
れ
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12:42

嫠や
も
め婦

　
　

婦
●

や
も
め

●

嫠

寡や
も
め婦

や
も
め

12:44

　

乏と
ぼ
しい　

　

不と
も

足𛁈

○
き

貧
乏

乏と
も

し
き

乏と
ぼ

し
い

12:44

身し
ん
だ
い代
こ
と
〴
〵
く

全ぜ
ん
げ
ふ業
を
盡
こ
と
〴
〵く

盡
投
所
有
、

卽
其
全
業

己お
の

が
生い
の
ち命
の
料し
ろ

を

こ
と
ご
と
く

あ
ら
ゆ
る
持も

ち
物も
の

、
そ
の

生せ
い
か
つ活
費ひ

全ぜ
ん

部ぶ

13:1

こ
の
家い
へ

こ
の
殿い

へ宇

此
屋
宇

こ
れ
ら
の
建た
て
も
の

造
物

立り
つ

派ぱ

な
建た
て
も
の物

13:4

休𛁈

徴る
し

　

兆し
る
し　

兆

　

兆し
る
し　

　

前ぜ
ん

兆ち
ょ
う　

13:7

○
を終𛂞

○り

末を
は
り期

末
期

　

終を
は
り　

終お
わ

り

13:9

　

宰つ
か
さ　

　

侯つ
か
さ　

侯

　

司つ
か
さた
ち　

　

長
ち
よ
う

官か
ん　

13:19

神か
み
の
も
の
を
つ
く
り
は
じ

め
た
ま
ふ
た
世よ

の
始は
じ
めよ
り
神
の
物も
の

を
創
つ
く
り

造は
じ
めた
ま

ひ
し
開か

い

闢び
や
くよ
り

自
神
創
造
所

造
者
以
來

神か
み

の
萬ば
ん
ぶ
つ物
を
造つ
く

り
給た
ま

ひ
し

開か
い

闢び
や
くよ
り

神か
み

が
万ば
ん
ぶ
つ物
を
造つ
く

ら
れ
た
創そ
う
ぞ
う造

の
初は

じ

め
か
ら

14:35

も
し
適か
な

は
ゞ

若も

し
か
な
𛂞

ゞ

或
可
爲

若も

し
も
得う

べ
く
ば

も
し
で
き
る
こ
と
な
ら

14:38

誘ま
ど
ひ惑

誘ま
ど
ひ慾

誘
惑

誘ま
ど
は
し惑

誘ゆ
う
わ
く惑

14:40

歸
つ
て

返か
へ

り
て

返

ま
た
來き
た

り
て

ま
た
き
て

14:43

　

劍つ
る
ぎ　

　

刃つ
る
ぎ　

刃

　

劍つ
る
ぎ　

剣け
ん

14:68

○
𛂞庭に

口ぐ
ち　

庭に
は
く
ち門

門
檐

庭に
は
ぐ
ち口

庭に
わ
ぐ
ち口

15:1

縛し
ば

つ
て

繫𛁈

り
ば

繫

縛し
ば

り

縛し
ば

っ
て

15:6

　

祭ま
つ
り　

節ま
つ
り筵

節
筵

　

祭ま
つ
り　

　

祭ま
つ
り　

15:12

　

望の
ぞ
むか　

欲の
ぞ

む
や

欲

如い

か何
に
す
べ
き
か

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

15:16

役や
く
し
よ所

　

公や
く

廰よ

○
𛁈

公
廨

　

官
く
わ
ん

邸て
い　

総そ
う
と
く
か
ん
て
い

督
官
邸

15:17

　

冠
か
ん
む
り　

　

冕
か
ん
む
り　

冠

冠か
ん
む
り冕

　

冠
か
ん
む
り　

15:36

海う
み
わ
た絨

海う
み
わ
た綿

海
絨

海う
み
わ
た綿

海か
い
め
ん綿



― 140 ―

15:36

待ま
て

俟ま
て

姑

待ま

て

待ま

て

15:43

　

貴た
ふ
とき
集
し
ゆ
う

議ぎ

役や
く　

　

尊た
ふ
とき
議ぎ

員ゐ
ん　

尊
貴
議
士

　

貴た
ふ
とき
議ぎ

員ゐ
ん　

地ち

い位
の
高た
か

い
議ぎ

員い
ん

15:46

布ぬ
の

枲ぬ

の布

枲
布

亞あ

ま蔴
布ぬ
の

亜あ

ま麻
布ぬ
の

15:46

岩い
は

磐い
は

磐

岩い
は

岩い
わ

16:2

七な
ぬ
か日
の
始は
じ
めの
日ひ

七な
ぬ
か日
の
首は
じ
めの
日

七
日
之
首
日

一ひ
と

週ま
は
りの
首は
じ
めの
日ひ

　

週し
ゆ
うの
始は
じ

め
の
日ひ　

16:8

一ひ
と
こ
と事
も

一ひ
と
こ
と言
を
も

（
ナ
シ
）不
告

一ひ
と
こ
と言
を
も

何な
に

も

 K
JV  neither said they any thing

16:10

泣な
き

悲か
な
しん
で

哭な
き

哀か
な
しめ
る

哀
哭

泣な

き
悲か
な

し
み

泣な

き
悲か
な

し
ん
で

聖
書
、
キ
リ
ス
ト
教
用
語

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

1:1

イ
エ
ス 

キ
リ
ス
ト

イ
エ
ス 

キ
リ
ス
ト

耶
穌
基
督

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

1:1

福ふ
く
い
ん音

福
音

福
音

福ふ
く
い
ん音

福ふ
く
い
ん音

1:13

サ
タ
ン

サ
タ
ン

撒
但

サ
タ
ン

サ
タ
ン

1:21

安あ
ん
そ
く
に
ち

息
日

安あ
ん
そ
く
に
ち

息
日

安
息
日

安あ
ん
そ
く
に
ち

息
日

安あ
ん
そ
く
に
ち

息
日

1:23

　

會
く
わ
い

堂ど
う　

　

會
く
わ
い

堂だ
う　

會
堂

　

會
く
わ
い

堂だ
う　

会か
い
ど
う堂

1:44

祭さ
い

司し

祭さ
い

司し

祭
司

祭さ
い

司し

祭さ
い

司し

2:26

パ
ン

パ
ン

餅

パ
ン

パ
ン

3:29

　

聖
き
よ
き

靈み
た
ま　

聖せ
い
れ
い靈

聖
靈

聖せ
い
れ
い靈

聖せ
い
れ
い霊

4:26

神か

の
𛃉

國く
に

神か
み

の
國く
に

神
國

神か
み

の
國く
に

神か
み

の
国く
に

6:1

お
弟で

し子

弟
子

門
徒

弟で

し子

弟で

し子
た
ち

（「
門
徒
」
は
宗
門
を
同
じ
く
す
る
寺
の
信
者
を
意
味
す
る

の
で
「
弟
子
」
と
し
た
。）
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15:36

待ま
て

俟ま
て

姑

待ま

て

待ま

て

15:43

　

貴た
ふ
とき
集
し
ゆ
う

議ぎ

役や
く　

　

尊た
ふ
とき
議ぎ

員ゐ
ん　

尊
貴
議
士

　

貴た
ふ
とき
議ぎ

員ゐ
ん　

地ち

い位
の
高た
か

い
議ぎ

員い
ん

15:46

布ぬ
の

枲ぬ

の布

枲
布

亞あ

ま蔴
布ぬ
の

亜あ

ま麻
布ぬ
の

15:46

岩い
は

磐い
は

磐

岩い
は

岩い
わ

16:2

七な
ぬ
か日
の
始は
じ
めの
日ひ

七な
ぬ
か日
の
首は
じ
めの
日

七
日
之
首
日

一ひ
と

週ま
は
りの
首は
じ
めの
日ひ

　

週し
ゆ
うの
始は
じ

め
の
日ひ　

16:8

一ひ
と
こ
と事
も

一ひ
と
こ
と言
を
も

（
ナ
シ
）不
告

一ひ
と
こ
と言
を
も

何な
に

も

 K
JV  neither said they any thing

16:10

泣な
き

悲か
な
しん
で

哭な
き

哀か
な
しめ
る

哀
哭

泣な

き
悲か
な

し
み

泣な

き
悲か
な

し
ん
で

聖
書
、
キ
リ
ス
ト
教
用
語

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

1:1

イ
エ
ス 

キ
リ
ス
ト

イ
エ
ス 

キ
リ
ス
ト

耶
穌
基
督

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

1:1

福ふ
く
い
ん音

福
音

福
音

福ふ
く
い
ん音

福ふ
く
い
ん音

1:13

サ
タ
ン

サ
タ
ン

撒
但

サ
タ
ン

サ
タ
ン

1:21

安あ
ん
そ
く
に
ち

息
日

安あ
ん
そ
く
に
ち

息
日

安
息
日

安あ
ん
そ
く
に
ち

息
日

安あ
ん
そ
く
に
ち

息
日

1:23

　

會
く
わ
い

堂ど
う　

　

會
く
わ
い

堂だ
う　

會
堂

　

會
く
わ
い

堂だ
う　

会か
い
ど
う堂

1:44

祭さ
い

司し

祭さ
い

司し

祭
司

祭さ
い

司し

祭さ
い

司し

2:26

パ
ン

パ
ン

餅

パ
ン

パ
ン

3:29

　

聖
き
よ
き

靈み
た
ま　

聖せ
い
れ
い靈

聖
靈

聖せ
い
れ
い靈

聖せ
い
れ
い霊

4:26

神か

の
𛃉

國く
に

神か
み

の
國く
に

神
國

神か
み

の
國く
に

神か
み

の
国く
に

6:1

お
弟で

し子

弟
子

門
徒

弟で

し子

弟で

し子
た
ち

（「
門
徒
」
は
宗
門
を
同
じ
く
す
る
寺
の
信
者
を
意
味
す
る

の
で
「
弟
子
」
と
し
た
。）

5:8

惡あ
く

鬼き

惡
鬼

汚
鬼

穢け
が

れ
し
靈れ
い

け
が
れ
た
霊れ
い

6:4

預よ

言げ
ん
し
や者

預よ

言げ
ん
し
や者

預
言
者

預よ

言げ
ん
し
や者

預よ

言げ
ん
し
や者

6:12

悔く
い

改あ
ら
たむ
べ
き
こ
と

悔く
ひ

改あ
ら
たむ
可べ
き

こ
と

悔
改
之
道

悔く
い

改あ
ら
たむ
べ
き
こ
と

悔く
い

改あ
ら
ため

6:14

不ふ

し

ぎ
思
議
な
わ
ざ

奇ふ
し
ぎ異
な
る
能わ
ざ

大
能

能ち
か
ら力

　

あ
の
よ
う
な
力ち
か
ら　

8:34

十じ
ふ

字じ

か架

十じ
ふ

字じ

か架

十
字
架

十じ
ふ
じ
か

字
架

十じ
ゆ
う
じ
か

字
架

11:21

ラ
ビ

ラ
ビ

夫
子

ラ
ビ

先せ
ん
せ
い生

2:5

信𛁈

仰
ん
か
う

信𛁈

仰
ん
か
う

信

信し
ん
か
う仰

信し
ん
こ
う仰

7:1

學が
く
し
や者

　

學が
く

者や

○
𛁈

士
子

學か
く
し
や者

律り
つ
ほ
う
か
く
し
や

法
学
者

（ G
K  уραμματεύς

）

12:24

聖せ
い
し
よ書

　

聖せ
い

書よ

○
𛁈

聖
書

聖せ
い
し
よ書

聖せ
い
し
よ書

12:33

燔は
ん
さ
い祭

燔は
ん
さ
い祭

燔
犧

燔は
ん
さ
い祭

燔は
ん
さ
い祭

12:42

レ
プ
タ

レ
プ
タ

半
厘

レ
プ
タ

レ
プ
タ

14:1

踰す
ぎ
こ
し越

逾す
ぎ
こ
し越

逾
越
節

過す
ぎ
こ
し越

過す
ぎ
こ
し越

14:1

　

除
た
ね
い
れ
ぬ
ぱ
ん
の
い
は
い

酵
節　

　

除
た
ね
い
れ
ぬ
ぱ
ん
の
い
は
い

酵
節　

除
酵
節

　

除じ
よ
か
う酵
と
の
祭ま
つ
り　

　

除じ
よ
こ
う酵
と
の
祭ま
つ
り　

15:42

そ
な
へ
日ひ

備そ
な

節へ

び日

備
節
日

準そ
な

備へ

び日

準じ
ゆ
ん
び備
の
日ひ

16:20

ア
ー
メ
ン

ア
ー
メ
ン

亞
孟

な
し

な
し

 K
JV  A

-m
en    RV  A

 m
en    R

SV  

注 A
m

en

1:4

パ
プ（

マ
マ
）

テ
ス
マ

バ
プ
テ
ス
マ

洗
禮

バ
プ
テ
ス
マ

バ
プ
テ
ス
マ

14:24

新し
ん
や
く約
の
わ
が
血ち

新し
ん
や
く約
の
我わ
が

血ち

我
血
、
卽
立

新
約
之
血

契け
い
や
く約
の
我わ

が
血ち

わ
た
し
の
契け
い
や
く約
の
血ち

　
接
続
詞

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

10:21

そ
う
𛁈
て
か
ら

而𛁈

し
か

て

而

且か
つ

そ
し
て
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註（
1
）	

漢
語
、
和
語
に
つ
い
て
は
『
新
潮
国
語
辞
典
』（
山
田
俊
雄
他
編
）
の
見
出
し
語
区

別
に
よ
っ
た
。

（
2
）	

「
な
ん
に
よ
」
は
呉
音
。
呉
音
、
漢
音
の
交
替
に
つ
い
て
は
、
飯
田
晴
巳
『
明
治
を

生
き
る
群
像
』
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
3
）	

「
明
治
前
期
に
は
二
字
の
漢
語
に
は
字
順
の
逆
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
」。
飯
田
、

同
書
二
一
ペ
ー
ジ
。

10:45

な
ぜ
な
れ
ば

蓋そ
は

蓋

ナ
シ

ナ
シ

 K
JV  For    RV  For    R

SV  For    G
K  уάρ 

10:40

け
れ
ど
も

然さ
れ

ど

但

さ
れ
ど

し
か
し

11:24

こ
の
ゆ
ゑ
に

是こ
の

故ゆ
ゑ

に

故

こ
の
故ゆ
え

に

そ
う
す
れ
ば

　
副
詞

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

1:10

や
が
て

頓や
が

て

遂

か
く
て

す
ぐ

 G
K  εὐθὺς 「

マ
ル
コ
伝
」
に
四
十
一
回
出
て
く
る
。（
黒
崎

『
註
解 

新
約
聖
書 

マ
ル
コ
伝
』
六
ペ
ー
ジ
）

1:28

あ
ま
ね
く

　

徧あ
ま
ねく　

洋

あ
ま
ね
く

い
た
る
所と
こ
ろに

4:13

ど
う
し
て

如い
か
に何
し
て

何
以

爭い
か

で

ど
う
し
て

11:14

い
つ
ま
で
も

永い
つ
ま
で久
も

永

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

13:23

ま
へ
も
つ
て

　

預あ
ら
かじ
め　

預

あ
ら
か
じ
め

前ま
え

も
っ
て

14:29

た
と
ひ

假た
と
ひ令

雖

假た
と
ひ令

た
と
い

　
擬
態
語

井
深
訳

全
書
（
和
語
）

漢
訳

大
正
改
訳

聖
書
協
会
（
口
語
）

14:67

つ
く
〴
〵
と

つ
ら
つ
ら

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

漢
訳
、K

JV

と
も
対
応
語
は
な
い
。
翻
訳
委
員
社
中
は
日
本
語
訳
に
際
し
、

文
脈
の
流
れ
を
作
る
た
め
に
補
充
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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3
　
日
本
語
と
し
て
自
然
な
表
現
に
す
る
た
め
の
工
夫

　

漢
訳
（
中
国
語
文
）
の
直
訳
に
近
い
『
新
約
全
書
』
の
訳
文
の
語
順
を
日
本
語
の

語
順
に
変
え
る
。

1
⑴
　
述
語
動
詞
の
移
動
（
文
の
最
後
へ
）

1:17　

�

イ
エ
ス
が
二
人
に
む
か
つ
て
我わ
れ

に
従
へ
わ
れ
𛂞
汝
曹
を
人
を
漁す
な
どる

も
の
と
し

て
遣つ

か
はさ

う
と
仰お
ふ
せら

れ
る
と

　

◯全�

イ
エ
ス
彼
等
に
曰い

ひ

け
る
は
我
に

𛁈従た
がへ

我
爾
曹
を
人
を
漁す
な
どる

者
と
せ
ん
（
傍
線

編
者
）

8:23　

�

イ
エ
ス
𛂞
め
く
ら
の
手
お
と
り
な
さ
れ
て
村
の
外
へ
つ
れ
て
出
ゝ
そ
の
目
に

つ
ば
き
を
し
て
手
を
つ
け
て
な
に
か
見
え
る
か
と
お
問と

ひ

な
さ
れ
ま
し
た

　

◯全�

イ
エ
ス
瞽め
し

者ひ

の
手
を
執と
り

て
村
の
外
へ
携つ
れ
い
で出

そ
の
目
に
唾
し
て
手
を
彼
に
按つ
け

と

い
ひ
け
る
は
何
か
視み

ゆ

る
や

　

◯漢�

耶
穌
執
瞽
者
手
、
攜
之
出
村
外
、
既
唾
其
目
、
且
以
手
按
之
、
則
問
其
有
所

見
否
。

　

 K
JV

 � A
nd he took the blind m

an by the hand, and led him
 out of the tow

n; 

and w
hen he had spit on his eyes, and put his hands upon him

, and he 

asked him
 if he saw

 ought.

11:2　

人
の
ま
だ
乘
ぬ
驢
馬
の
子
が
繋つ

な

い
で
あ
る

　

◯全
人
の
未い
ま

だ
乘
ざ
る
所
の
繫
げ
る
驢
馬
の
子
を
…

　

◯漢
小
驢
縶
焉
。
從
未
有
人
乘
者

4:41　

�

お
弟
子
た
ち
𛂞
た
い
さ
う
お
そ
れ
て
た
が
ひ
に
こ
れ
𛂞
ど
う
い
ふ
人
で
あ
ら

う
風
と
海
で
さ
へ
も
従
ふ
と
ま
を
し
ま
し
た

　

◯全
彼
等
甚
は
な
は
だし

く
懼お
そ

れ
互
に
曰
け
る
𛂞
風
と
海
さ
へ
も
順
ふ
是
誰た
れ

な
る
ぞ
耶や

　

◯漢
衆
甚
駭
、
互
相
告
白
、
此
何
人
耶
、
風
與
海
亦
順
之
歟
。

　
⑵
　
従
属
節
の
移
動
（
主
節
の
前
へ
）

16:7　

�

イ
エ
ス
𛂞
な
ん
ぢ
ら
に
さ
き
だ
つ
て
ガ
リ
ラ
ヤ
へ
お
い
て
（
マ
マ
）な

さ
れ
た
な
ん
ぢ

ら
𛂞𛂞
そ
の
お
ふ
せ
ら
れ
た
と
ほ
り
ガ
リ
ラ
ヤ
で
お
あ
ひ
ま
う
す
で
あ
ら
う

　

◯全�

彼
𛂞
爾
曹
に
先さ
き
だち

て
ガ
リ
ラ
ヤ
に
往ゆ
け

り
爾
曹
か
し
こ
に
て
彼
を
見み
る

べ
し
卽
ち

其
な
ん
ぢ
ら
に
言
し
が
如
し

　

◯漢
耶
穌
先
爾
徃
加
利
利
、
在
彼
可
得
見
之
、
如
其
所
語
爾
也
。

　

◯口�

イ
エ
ス
は
あ
な
た
が
た
よ
り
先
に
ガ
リ
ラ
ヤ
へ
行
か
れ
る
。
か
ね
て
、
あ
な

た
が
た
に
言
わ
れ
た
と
お
り
、
そ
こ
で
お
会
い
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
⑶
　
形
容
詞
（
節
）
の
位
置

6:9　

衣き

服も
の

も
ふ
た
つ　

◯全　

二ふ
た
つの

衣こ
ろ
も　

◯口　

下し
た

着ぎ

も
二
枚ま
い

14:18　

�

な
ん
ぢ
ら
の
う
ち
わ
れ
と
ゝ
も
に
食
す
る
も
の
ゝ
一
人
に
我
を
賣わ
た
すも

の
が
あ
る

　

◯全
我
と
偕と
も

に
食
す
る
爾
曹
の
う
ち
一
人
わ
れ
を
賣わ
た

す
べ
し

　

◯漢
爾
中
之
一
、
與
我
共
食
者
、
將
賣
我
矣
。

　

◯口�

あ
な
た
が
た
の
中
の
ひ
と
り
で
、
わ
た
し
と
一
緒
に
食
事
を
し
て
い
る
者

が
、
わ
た
し
を
裏
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

2
　�
名
詞
の
単
複
数
（
井
深
は
欽
定
英
訳
に
な
ら
っ
て
複
数
形
に
し
た
も
の
）

8:4　

お
弟
子
た
ち　

◯全
そ
の
弟
子　

◯漢
門
徒　

K
JV

  disciples　

 G
K

  οἱ μαθηταὶ　

9:16　

學
者
た
ち　

◯全
學
者　

◯漢
士
子　

K
JV

  scribes　

G
K

  уραμματει̑ς
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3:32　

御
兄
弟
た
ち　

◯全
兄
弟　

◯漢
兄
弟　

K
JV

  brethren　

G
K

  οἱ ἀδελϕοί
3
　
主
語
の
省
略

1:31　

熱
が
は
な
れ
て
皆み

ん
なの

給
事
を
い
た
し
ま
し
た

　

◯全
熱
た
ち
ま
ち
去
ぬ
斯か
く

て
其
婦を
ん
なか

れ
ら
に
供つ
か
へ事

た
り

10:4　

こ
た
へ
て
ま
う
し
ま
す
に
𛂞　
　

◯全
彼
等
曰
け
る
𛂞　

◯漢
其
人
曰

11:15　

ヱ
ル
サ
レ
ム
に
ま
ゐ
り

　

◯全
彼
等
ヱ
ル
サ
レ
ム
に
至
り　

K
JV

  A
nd they com

e to Jerusalem
:

11:32　

も
し
人
よ
り
と
い
は
ゞ
民
を
お
そ
れ
ま
し
た

　

◯全
も
し
人
よ
り
と
云い
は

ば
彼
等
民
を
懼お
そ
れた

る
な
り

　

◯漢
若
云
自
人
、
則
懼
民　

K
JV

  they feared the people:

14:18　

座ざ

に
つ
い
て　

◯全
か
れ
ら
席
に
就つ
い

て　

K
JV

  A
nd as they sat and did eat,

14:20　

こ
た
へ
て
お
ふ
せ
ま
す
に
ハ　

◯全
イ
エ
ス
答
て
曰
け
る
𛂞

　

K
JV

  A
nd he answ

ered and said unto them
,

14:26　

歌
を
う
た
つ
て　

◯全
か
れ
ら
歌
を
詠う
た
ひて

　

K
JV

  A
nd w

hen they had sung an hym
n,

4
　
助
詞
の
追
加

7:5　

パ
リ
サ
イ
の
人
と
學
者
た
ち
が
イ
エ
ス
に
問
ま
す
に
𛂞𛂞
あ
な
た
の
弟
子
𛂞𛂞

　

◯全
パ
リ
サ
イ
の
人
と
學
者
等た
ち

イ
エ
ス
に
問
け
る
𛂞
爾
の
弟
子
𛂞

8:23　

�

イ
エ
ス
𛂞𛂞
め
く
ら
の
手
を
お
と
り
な
さ
れ
て
村
の
外
へ
つ
れ
て
出
ゝ
そ
の
目

に
つ
ば
き
を
し
て
手
を
つ
け
て
な
に
か
見
え
る
か
と
お
問
な
さ
れ
ま
し
た

　

◯全�

イ
エ
ス
瞽め
し
い者

の
手
を
執と
り

て
村
の
外
へ
携つ
れ
い
で出

そ
の
目
に
唾つ
ば
きし

て
手
を
彼
に
按つ
け

と

ひ
け
る
は
何
か
視み

ゆ

る
や

　

◯漢�

耶
穌
執
瞽
者
手
、
𢹂
之
出
村
外
、
既
唾
其
目
、
且
以
手
按
之
、
則
問
其
有
所

見
否
。

5
　
副
詞
な
ど
の
追
加

5:1　

海
を
渡わ

た
りて

つ
ひ
に
ガ
ダ
ラ
人び
と

の
地
に
つ
き

　

◯全
海
を
濟わ
た
りて

ガ
ダ
ラ
人
の
地
に
着

　

◯漢
遂
至
海
之
彼
岸
、
加
大
拉
人
之
地
（
漢
訳
に
な
ら
っ
た
の
か
）

6:3　

全ぜ
ん
た
い体

彼あ
れ

𛂞
木だ
い

匠く

で
𛂞
な
い
か

　

◯全
彼
𛂞
木た
く

匠み

に
非あ
ら

ず
や

10:22　

そ
れ
と
い
ふ
𛂞𛂞
大お
ほ
いな

る
身
代
を
も
つ
て
居を
つ

た
か
ら
で

　

◯全
彼
は
大
な
る
産
業
を
有も
て

る
者
な
れ
ば
な
り

　

K
JV

  for he had great possessions.

（for

が
あ
る
）

　

G
K

    ἠ̑ν yὰρ ἔχων κτήματα πολλά.

（yὰρ

が
あ
る
）

12:14　

�

神
の
道
を
お
を
し
へ
な
さ
る
か
ら
で
ご
ざ
り
ま
す
さ
て
貢
を
カ
イ
ザ
ル
に
納

る
𛂞

　

◯全
神
の
道
を
教を
し
ふれ

ば
な
り
貢
を
カ
イ
ザ
ル
に
納を
さ
むる

𛂞

　
K

JV
  � but teachest the w

ay of G
od in truth: Is it law

ful to give tributes to 

C
aesar, or not ?

14:21　

そ
の
人
𛂞
い
つ
そ
生
れ
ぬ
は
う
が
福
さ
い
は
ひで
あ
つ
た
ら
う

　

◯全
そ
の
人
𛂞
生
ざ
り
し
が
𛂞
幸
な
り
し
爲な
ら

ん



― 145 ―

　
K

JV
  good w

ere it for that m
an if he had neve been born.

15:20　

さ
ん
〴
〵
嘲て
う
ろ
う弄

𛁈
て
𛁈
ま
つ
て
か
ら

　

◯全
嘲
弄
し
畢を
は
りて

　

K
JV

  A
nd w

hen they had m
ocked him

,

　

G
K

    καὶ ὅτε ἐνέπαιξαν αὐτῳ̑,　

15:38　

そ
の
と
き
神𛃉

殿や

の
慢
が
上
か
ら
下
ま
で
さ
け
て

◯全　

殿み
や

の
慢ま
く

上
よ
り
下
ま
で
裂
て

K
JV

  A
nd the veil of the tem

ple w
as rent in tw

ain from
 the top to the bottom

.

6
　
敷
衍
的
訳

14:37　

�

イ
エ
ス
𛂞
三
人
の
と
こ
ろ
へ
お
い
で
な
さ
れ
て
そ
の
寝
て
を
る
を
御
覧
な
さ

れ
て

　

◯全
イ
エ
ス
來き
た

り
て
彼
等
の
寝い
ね

た
る
を
見

　

◯漢
逐
退
、
見
門
徒
寢
、

15:6　

こ
の
祭
の
と
き
に
𛂞
ユ
ダ

（
マ
マ
）ヤ

び
と
の
ね
が
ひ
に
ま
か
せ
て

　

◯全
こ
の
節ま
つ
り筵

に
𛂞
彼
等
が
求ね
が
ひに

任ま
か

せ
て

　

K
JV

  �N
ow

 at that feast he released unto them
 one prisoner, w

hom
soever they 

desired.

15:27　

二
人
の
盗ぬ
す
び
と賊
が
イ
エ
ス
と
ゝ
も
に
…
…
十
字
架
に

　

◯全
二
人
の
盗
賊
か
れ
と
共
に
…
…
十
字
架
に

　

K
JV

  A
nd w

ith him
 they crucify tw

o thieves;

7
　
日
本
社
会
、
文
化
を
表
わ
す
た
め
の
工
夫

　

⑴
　
人
称
代
名
詞

　

一
人
称

1:7　

私
わ
た
く
しよ

り
も
ま
さ
つ
た
お
方
（
ヨ
ハ
ネ
が
イ
エ
ス
の
こ
と
を
）

　

◯全
我わ
れ

よ
り
勝
れ
る
者

3:26　

も
し
サ
タ
ン
が
お
の
れ
に
悖

も
と
り

立た
つ

て

10:51　

な
ん
ぢ
𛂞
我わ
れ

に
何
を
𛁈
て
も
ら
ひ
た
ひ
か

6:3　

こ
ゝ
に
我
々
と
い
つ
し
𛁈
よ
に
居ゐ

る

で
は
な
い
か

1:24　

�

私
わ
た
く
し

共ど
も

𛂞
あ
な
た
と
何
の
關か
ゝ
は
り係

が
あ
𛃶
ま
す
か
（
穢
れ
た
鬼
が
イ
エ
ス
に
対

し
て

　

◯全
我わ
れ

儕ら

𛂞
爾
と
何
の
與か
ゝ
はり
有
ん
や

　

二
人
称

1:24　

あ
な
た
𛂞
誰
で
あ
る
か
（
鬼
に
つ
か
れ
た
も
の
が
イ
エ
ス
に
）

2:11　

わ
れ
汝
に
い
ふ
（
イ
エ
ス
が
癱
瘋
の
ひ
と
に
）

14:70　

�

お
ま
へ
𛂞
た
し
か
に
…
…
お
ま
へ
の
方く
に

言な
ま
りが

（
火
に
あ
た
っ
て
い
る
者
が

ペ
テ
ロ
に
）

15:2　

�

ピ
ラ
ト
が
と
ふ
て
ま
う
し
ま
す
に
𛂞
な
ん
ぢ
𛂞
ユ
ダ
ヤ
び
と
の
王
か
イ
エ
ス

が
こ
た
へ
て
お
ふ
せ
ら
れ
ま
す
に
𛂞
な
ん
ぢ
の
い
ふ
と
ほ
り
で
あ
る
（
前
者

は
ピ
ラ
ト
が
イ
エ
ス
に
、
後
者
は
イ
エ
ス
が
ピ
ラ
ト
に
）

　

◯全 
◯漢
は
「
爾
」。

　

K
JV

  � A
nd Pilate asked him

, A
rt thou the K

ing of the Jew
s ? A

nd he answ
ering 

said unto him
, Thou sayest it.
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ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
は
両
方
と
も Σὺ

　

二
人
称
複
数
形

1:8　

聖
き
よ
き

霊み
た
まを

も
つ
て
あ
な
た
が
た
に
バ
プ
テ

（
マ
マ
）ス

マ
を

　

◯全
聖せ
い
れ
い靈

を
も
て
爾
曹
に
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
す
べ
し

4:40　

な
ん
ぢ
ら
𛂞
な
ぜ
信
仰
が
な
い
の
か
（
イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
に
）

14:64　

�

あ
の
汚
し
た
こ
と
ば
は
御ご

辺へ
ん

達た
ち

も
み
な
き
か
れ
た
（
祭
司
の
を
さ
が
集
議
員

た
ち
に
）

　

◯全
爾
曹
も
聞き
け

る
所
な
り

三
人
称

5:9　

か
の
も
の

4:40　

そ
う
し
て
か
れ
ら
に
お
ふ
せ
ら
れ
ま
す
に
ハ
（
イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
に
）

　
⑵
　
敬
語

　

⒜
　
尊
敬
語

1:9　

ナ
ザ
レ
か
ら
お
い
で
な
さ
れ

11:16　

お
ゆ
る
し
な
さ
り
ま
せ
ん
で
あ
り
ま
し
た

10:14　

御ご

覧
な
さ
れ
て
（
イ
エ
ス
が
孩を
さ
な
ご提

を
）

1:41　

イ
エ
ス
𛂞
こ
れ
を
不ふ

便び
ん

に
思お
ぼ

召し
め
して

　

◯全
イ
エ
ス 

憫あ
は
れみ

て

1:40　

も
し
御ぎ

よ

意い

に
か
な
へ
ば
（
癩
病
の
も
の
が
イ
エ
ス
に
）

　

◯全
も
し
聖こ
ゝ

意ろ

に
適か
な
ふと

き
𛂞

　�

接
頭
語
を
付
け
て
。　

2:23　

お
弟
子
た
ち　

5:28　

お
衣め
し
も
の服　

5:35　

お
娘む
す
めご 

9:2　

お
容す
が

貌た　

15:44　

お
死し
に

な
さ
れ
た　

5:35　

御
苦
労
を
お
か
け
な
さ
り
ま
す
か

　

話
題
主
。　

10:17　

善よ
い

先
生
（
資
産
を
持
っ
た
青
年
が
イ
エ
ス
に
）

　

⒝
　
謙
譲
語

1:21　

カ
ペ
ナ
ウ
ム
へ
ま
ゐ
り
ま
し
た
が

　

◯全
カ
ペ
ナ
ウ
ム
に
至
る

1:30　

そ
の
こ
と
を
イ
エ
ス
に
ま
を
し
あ
げ
る
と

　

◯全
之
を
イ
エ
ス
に
告つ
ぐ

1:24　

私
わ
た
く
し

共ど
も　

◯全
我わ
れ
ら儕

　

⒞
　
丁
寧
語

1:8　

バ
プ
テ

（
マ
マ
）ス

マ
を
お
ほ
ど
こ
𛁈
な
さ
る
で
ご
ざ
り
ま
せ
う

　

◯全
バ
プ
テ
ス
マ
を
施ほ
ど
こし

ゝ
が

9:7　

聲
が
ご
ざ
り
ま
し
た

9:5　

三み
つ

の
廬い
ほ
りを

つ
く
ら
せ
て
く
だ
さ
り
ま
せ

11:3　

主𛁈

の
ゆ

御
用
で
あ
る

　
⑶
　
日
本（
語
）の
通
貨
単
位
、
度
量
衡
、
時
刻
、
類
別

12:42　

レ
プ
タ
ふ
た
つ
…
…
こ
れ
𛂞
四よ

厘り
ん

ほ
ど
に

　

K
JV

  a farthing　

G
K

  κοδράντης　

12:15　

デ
ナ
リ
を
わ
れ
に
も
つ
て
き
て
見み

せ
ろ
（
音
訳
）

　

◯漢
金
銭　

K
JV

  a penny　

G
K

  δηνάριον　

12:42　

レ
プ
タ
ふ
た
つ
を
な
げ
い
れ
ま
し
た
（
音
訳
）

　

◯漢
二
半
厘　

K
JV

  tw
o m

ites,　

G
K

  λεπτὰ δύο　

　
〈
時
刻
は
ロ
ー
マ
式
時
間
の
ま
ま
〉

15:25　

朝
の
第
九
時
に　

◯漢
時
已
辰
盡
、　

G
K

  ὥρα τρίτη　

◯岩　

第
三
刻
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15:33　

第
十
二
時
か
ら
三
時
ま
で　

◯漢
自
日
中
、
至
末
終

　

K
JV

  the sixth hour…
…

 until the ninth hour

6:48　

暁
の
四
時
こ
ろ　

◯漢
夜
約
四
更

15:34　

第
三
時
に　

◯全
第
三
時
に　

◯漢
當
末
終
時　

K
JV

  at the ninth hour　

　

G
K

  ὥρᾳ τῃ̑  ἐνάτη　

　
〈
適
切
な
助
数
詞
で
な
い
〉

6:8　

一
ひ
と
つの

杖　

◯漢
杖　

K
JV

  a staff

6:38　

二ふ
た

ツ
の
魚う
を　

◯全
二ふ
た
つの

魚　

K
JV

  tw
o fishes

（
二
種
類
）

6:9　

衣き
も
の服

も
ふ
た
つ　

◯全
二ふ
た
つの

衣こ
ろ
も　

◯漢
衣
二
衣　

K
JV

  tw
o coats

　
　

訳
文

1
　『
新
約
全
書
』
と
異
な
る
訳
文

9:34　

�

こ
れ
𛂞
み
ち
で
た
が
ひ
に
論
じ
あ
つ
て
だ
れ
が
一い
ち
ば
ん番

大お
ほ
いな

る
も
の
と
な
る

か
と
あ
ら
そ
う
た
か
ら
で
ご
さ
り
ま
す

　

◯全
是
途み

ち間
に
て
互
に
論
じ
誰た
れ

か
大お

ほ
いな

ら
ん
と
の
爭
い
あ
り
け
れ
ば
也

　

◯漢
以
途
間
相
議
孰
爲
大
也
。

　

K
JV

  �for by the w
ay they had disputed am

ong them
selves, w

ho should be the 

greatest.

（
最
上
級
）

　

G
K

  yàρ διέλεχθηαν ἐν τῃ̑ ὁδῳ̑ τίς μέιζω
ν

（
比
較
級
）

10:33　

�

人
の
子
𛂞
祭
司
の
長を
さ

と
學
者
た
ち
に
こ
ろ
さ
れ
か
の
人
た
ち
は
こ
れ
を
死
罪

に
さ
だ
め

　

◯全
人
の
子
𛂞
祭
司
の
長
と
學
者
等た
ち

に
付わ

た
され

ん
彼
等
こ
れ
を
死
罪
に
定
め

　

◯漢
人
子
將
付
與
祭
司
諸
長
及
士
子
、
彼
將
定
之
以
死

　

K
JV

  � the Son of m
an shall be delivered unto the chief priests, and unto the 

scribes; and they shall condem
n him

 to death,

　

G
K

  �ὁ υἱὸς του̑ ἀνθρώτου παραδοθήσεται τοι̑ς ἀρχιερευ̑σιν καὶ yραμματεὑσιν, ...

11:23　

そ
の
心
に
疑
は
ず
に
そ
の
い
ふ
こ
と
は
必
ら
ず
な
る
と
信
じ
て

　

◯全
其
心
に
疑
ふ
事
な
く
其
い
ふ
所
の
言こ

と
ば

𛂞
必
ず
成
べ
し
信
じ

　

◯漢
中
心
不
疑
、
乃
信
所
言
必
也

　

K
JV

  �and shall not doubt in his heart, but shall believe that those things w
hich 

he saith shall com
e to pass;

　

G
K

  πιστεύῃ ὅτι ἅ λέyει̑ yίνεται, 

2
　�

井
深
訳
、『
全
書
』、
漢
訳
と
も
ギ
リ
シ
ャ
語
の
時
制
（
未
完
了
過
去
）
を
表
わ

す
工
夫

15:6　

�

こ
の
祭
の
と
き
に
𛂞
ユ
ダ
ヤ
び
と
の
ね
が
ひ
に
ま
か
せ
て
一
人
の
囚と
が
に
ん人

を
ゆ

る
す
例れ

い

が
ご
ざ
り
ま
す

　

◯全
偖さ
て

こ
の
節ま
つ

筵り

に
𛂞
彼
等
が
求ね
が
ひに

任ま
か

せ
て
一
人
の
囚め
し
う
ど人

を
赦ゆ
る

す
の
例
な
り

　

◯漢
屆
節
筵
、
常
釋
一
囚
、
任
眾
所
求
者
。

　
G

K
  ... Κ

ατὰ δὲ ε̑ορτὴν ἀπέλυεν αὐτοι̑ς ἕνα δέσμιον ὅνπερ παρῃτου̑ντο. 
　

K
JV

  �N
ow

 at that feast he released unto them
 one prisoner, w

hom
soever they 

desired.

（released　

単
な
る
過
去
形
）

　

�　

聖
書
協
会
口
語
訳
は
「
さ
て
、
祭
の
た
び
ご
と
に
、
ピ
ラ
ト
は
人
々
が
願
い
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出
る
囚
人
ひ
と
り
を
、
ゆ
る
し
て
や
る
こ
と
に
し
て
い
た
」。

3
　
誤
訳

8:19　

わ
が
四
千
人
に
五
つ
の
パ
ン
を
わ
り
あ
た
へ
た
と
き

　

◯全
我わ
れ

五
千
人
に
五い
つ
ゝの

パ
ン
を
擘わ
り

あ
た
へ
し
時

　

◯漢
我
擘
五
餅
分
五
千
人

　

K
JV

  W
hen I brake the five loaves am

ong five thousand,

　

G
K

  ... εἰς τοὺς πεντακισχιλίους, 

10:40　

け
れ
ど
も
わ
が
右
に
す
𛂞
る
こ
と
は
わ
が
與あ
た

ふ
べ
き
と
こ
ろ
で
な
い

　

◯全
然さ
れ

ど
我
が
右
左
に
坐
す
る
事
𛂞
我
が
予あ
た

ふ
べ
き
に
非あ
ら
ず

　

◯漢
但
坐
我
左
右
、
非
我
得
賜
、

　

K
JV

  B
ut to sit on m

y right hand and on m
y left hand is not m

ine to give;

　

G
K

  τὸ δὲ καθίσαι ἐκ δεξιω̑
ν μου καὶ ἐξ εὐω

νύμω
ν οὐκ ἔστιν ἐμὸν δου̑ναι, 

4
　
未
訳
出

16:14　

�

ま
た
そ
の
ゝ
ち
十
一
の
弟
子
の
食
事
を
𛁈
て
を
る
と
き
に
あ
ら
は
れ
て
そ
の

信
仰
な
き
こ
と
ゝ
そ
の
心
の
頑に

ぶ
きこ

と
を
お
い
ま
し
め
な
さ
れ
ま
し
た

　

◯全�

又
そ
の
後の
ち

十
一
の
弟
子
の
食
し
を
る
時
に
現
れ
て
彼
等
が
信
な
き
と
其
心
の

頑に
ぶ
きと
を
責い
ま
しめ
給た
ま

へ
𛃶
是こ
れ

か
れ
ら
イ
エ
ス
の
甦
よ
み
が
へり
給
る
の
ち
其そ
れ

を
見み

し
者
の

言い
ふ

と
こ
ろ
を
信
ぜ
ざ
り
故
な
り

　

◯漢�

後
十
一
門
徒
席
坐
間
、
耶
穌
現
於
彼
、
而
責
其
不
信
與
頑
、
因
不
信
其
復
生

後
見
之
者
也
。

　

K
JV

  �A
fterw

ord he appeared unto the eleven as they sat at m
eat, and 

upbraided them
 w

ith their unbelief and hardness of heart, because they 

believed not them
 w

hich had seen him
 after he w

as risen.

　

G
K

  ... ὅτι τοι̑ς θεασαμένοις αὐτὸν ἐyηyερμένον οὐκ ἐπίστευσαν. 

10:19　

姦
淫
す
る
な
か
れ
殺
な
か
れ
僞
い
つ
は
りの

證
を
立た
つ

る
な
か
れ

　

◯全
姦
淫
す
る
勿な
か

れ
殺
な
か
れ
盗ぬ
す
むな

か
れ
妄
い
う
は
りの

証
を
立
る
勿な
か

れ

　

◯漢
毋
淫
、
毋
殺
、
毋
竊
、
毋
妄
證
、

7:8　

す
な
は
ち
鍋
な
ど
を
あ
ら
ひ
い
ろ
〳
〵
そ
の
や
う
な
こ
と
を
す
る

　

◯全
卽す
な
はち

鍋
杯
を
洗あ
ら
いお

ほ
く
此か
く

の
如
き
事
を
行
ふ

　

◯漢
而
洗
滌
杯
𣝣
、
如
是
者
、
爾
多
行
之
。

　

K
JV

  as the w
ashing of pots and cups: and m

any other such like things ye do.

　

G
K

  βαπτισμοὺς ξεστω̑ν καὶ ποτηρίων.

（
ネ
ス
ト
レ
27
に
な
し
）

14:39　

ま
た
行
て
お
な
じ
こ
と
を
い
ふ
て
お
祈
な
さ
れ
ま
し
た

　

◯全
復ま
た

ゆ
き
て
同
お
な
じ

事こ
と
ばを

曰
て
祈い
の

れ
り

　

◯漢
復
往
祈
禱
、
言
亦
如
之
。

　

K
JV

  A
nd again he w

ent aw
ay, and prayed, and spake the sam

e w
ords.

　

G
K

  καὶ πάλιν ἀπελθὼν προσηύξατο τὸν αὐτὸν λόyον εἰπών.

5
　�
◯全
、
英
訳
お
よ
び
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
の
受
動
態
か
ら
能
動
態
に
変
更

9:12　
�

人
の
子
に
つ
い
て
𛂞
そ
の
様
々
の
く
る
し
み
を
う
け
か
つ
輕か
ろ

し
め
ら
る
ゝ
こ

と
が
𛁈𛁈
る
し
て
あ
る

　

◯全�

人
の
子
に
就つ
い

て
𛂞
其
各さ
ま
〴様〵
の
苦く
る
し
み難
を
受
か
つ
輕か
ろ
し
め慢
ら
る
ゝ
事
を
書
き
し
る
さ
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れ
た
り

　

K
JV

  how
 it is w

ritten of the Son of m
an,

　

G
K

  πω̑ς yέyραπται ἐπὶ τὸν υἱὸν του̑ ἀνθρώπου

6
　
代
名
詞
与
格
を
省
略

11:1-2　

イ
エ
ス
が
ふ
た
り
の
弟
子
を
つ
か
は
そ
う
と
𛁈
て
お
ふ
せ
ら
れ
ま
す
に
𛂞

　

◯全
イ
エ
ス
二
人
の
弟
子
を
遣
さ
ん
と
し
て
彼
等
に
曰
け
る
𛂞

　

◯漢
耶
穌
遣
門
徒
二
人
、
語
之
曰
、

　

K
JV

  he sendeth forth tw
o of his disciples, A

nd saith unto them
,

15:2　

ピ
ラ
ト
と
ふ
て
ま
を
し
ま
す
に
𛂞

　

◯全
ピ
ラ
ト
彼
に
問
け
る
𛂞

　

K
JV

  A
nd Pilate asked him

,

11:29　

イ
エ
ス
が
こ
た
へ
て
お
ふ
せ
ら
れ
ま
す
に
𛂞

　

◯全
イ
エ
ス
答
て
彼
等
に
曰
け
る
𛂞

　

K
JV

  A
nd Jesus answ

ered and said unto them
,

15:14　

ピ
ラ
ト
が
ま
を
し
ま
す
に
𛂞

　

◯全
ピ
ラ
ト
彼
等
に
曰
け
る
𛂞

　

K
JV

  Then Pilate said unto them
,

12:38　

イ
エ
ス
が
を
し
へ
を
な
さ
れ
る
と
き
お
ふ
せ
ら
れ
ま
す
に
𛂞

　

◯全
イ
エ
ス
教
を
な
せ
る
時
か
れ
ら
に
曰
け
る
𛂞

　

K
JV

  A
nd he said unto them

 in his doctrine,

15:15　

ピ
ラ
ト
は
民
の
気
に
い
ら
れ
や
う
と
お
も
つ
て
バ
ラ
バ
を
ゆ
る
し
て

　

◯全
ピ
ラ
ト
民
の
懽よ
ろ
こび

を
取
ん
と
し
て
バ
ラ
バ
を
彼
等
に
釋
し

　

K
JV

  Pilate, w
illing to content the people, released B

arabas unto them
,

　
　

文
字
と
表
記

1�　
分
節
化
、
分
か
ち
書
き
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
代
、
一
般
に
文
章
を
読
む
時

に
、
黙
読
で
は
な
く
、
音
読
さ
れ
た
。
朗
読
す
る
の
で
、
声
に
よ
り
意
味
の
切
れ

目
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
句
読
点
も
打
た
な
い
（
漢
訳
に
は

「
、」「
。」
印
が
あ
る
）。

2�　
段
落
を
設
け
ず
、
改
行
す
る
箇
所
も
文
字
を
一
文
字
下
げ
る
こ
と
は
な
い
。
代

わ
り
に
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た
内
容
（
段
落
に
相
当
す
る
）
の
終
に
○
印
が
付
い
て

い
る
。
こ
れ
は
『
新
約
全
書
』、
さ
ら
に
漢
訳
聖
書
の
方
式
に
従
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

3�　
引
用
等
を
示
す
か
ぎ
括
弧
「  

」
は
、
引
用
文
、
会
話
文
、
内
的
独
白
に
も
付

け
な
い
。
ま
た
双
鉤
も
な
い
。

3:28-30　

�

わ
れ
ま
こ
と
に
汝
曹
に
い
ふ
人
の
す
べ
て
の
罪
と
瀆け
が

す
と
こ
ろ
の
け
が
れ

𛂞
…
…
刑
罰
に
于あ

づ
かる

で
あ
ら
う
三
十
か
く
仰お
ふ

せ
ら
れ
た
の
𛂞
…
…

4�　
傍
線
、
固
有
名
詞
人
名
に
一
重
（
但
し
「
バ
プ
テ
ス
マ
」
に
も
）、
地
名
に
二

重
を
カ
タ
カ
ナ
の
右
側
に
施
し
て
い
る
。

1:9-12　

�

そ
の
こ
ろ
イ
エ
ス
は
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ナ
ザ
レ
か
ら
お
い
で
な
さ
れ
ヨ
ル
ダ
ン
で
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ヨ
ハ
ネ
か
ら
バ
プ（

マ
マ
）

テ
ス
マ
を
お
受
け
な
さ
れ
…
…
十
一
ま
た
天
か
ら
汝
𛂞
わ
が

愛あ
い

子し

わ
が
喜
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
な
り
と
い
ふ
聲
が
あ
り
ま
𛁈
た
○
十
二
そ
れ
か

ら
す
ぐ
に
聖み

靈た
ま

が
イ
エ
ス
を
野
に
…
…

5　
音
訳
語
の
扱
い　
ア
ラ
ム
語
、
ヘ
ブ
ル
語
原
音
訳
に
か
ぎ
括
弧
を
付
け
る
。

5:41　
「
タ
リ
タ
ク
ミ
」。

7:11　
「
コ
ル
バ
ン
」。

7:34　
「
エ
ツ
パ
タ
」。

11:10　
「
ホ
ザ
ナ
」。

15:34　
「
ヱ
リ
エ
リ
ラ
マ
サ
バ
ク
タ
ニ
」。

14:36　

ア
バ
父
よ
（
か
ぎ
括
弧
な
い
）。

6　
パ
ー
レ
ン
（
ま
る
括
弧
）、
次
の
一
箇
所
の
み
。

13:14　

�

預よ

言げ
ん
し
や者

ダ
ニ
エ
ル
が
言い
つ

た
と
こ
ろ
の
残あ
ら

暴す

に
く
む
べ
き
も
の
が
立
ま
じ
き
と

こ
ろ
に
立
を
み
る
な
ら゙
𛂞
（
よ
む
も
の
よ
く
お
も
ふ
べ
し
）
そ
の
と
き
…
。

　

◯全
…
…
立
べ
か
ら
ざ
る
所
に
立
を
見み

ば
（
読よ
む
も
の者

よ
く
思お
も
ふべ

し
）

　

K
JV

  (let him
 that readeth understand,)

　
　

�　

委
員
社
中
の
使
っ
た
漢
訳
聖
書
に
は
パ
ー
レ
ン
が
な
い
。
翻
訳
委
員
は
漢
訳

だ
け
で
な
く
英
訳K

JV

も
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
井
深
の
追
想
談

（『
福
音
新
報
』
一
〇
八
八
号
）
に
「
何
を
正
本
と
し
て
翻
訳
す
べ
き
か
（
中

略
）
ゼ
ー
ム
ス
王
勅
定
英
訳
（
テ
ツ
キ
ス
タ
ス
・
レ
セ
プ
タ
ス
）
の
原
本
に
依

る（
（
（

」。
そ
のtextus receptas, 

13:14　

―
 (ὁ ἀναyινώκων νοειτω), ―

に
は
、
ま
る

括
弧
が
あ
る
。

7
　
文
字　
変
体
が
な

あ　

1:3 

野の

に
呼よ
べ

𛃼
る
人
の
声こ
ゑ

𛀄𛀄
り　

6:41 

お
𛀂𛀂
た
へ
な
さ
れ

い　

2:17  

𛁅
𛀆𛀆
義
た
ゞ  

人ひ
と

を
招ま
ね

く
た
め　

9:28 

お

だ
せ
ぬ

う　

6:38 

二𛂱
𛁠

ツ
𛂛

𛀋𛀋魚を　

3:25 

家い
へ

が
𛀋𛀋內
分
ち
わ
れ　

6:35 

𛀋𛀋
晩
お
そ

ご
ざ
り
ま
𛁏

お　

4:36 

𛀕𛀕
弟で

子𛁅

た
ち　

3:30 

𛀚
く

𛀔𛀔仰ふ

せ
ら
れ
𛁠　

15:9 

ユ
ダ
ヤ
び
と
𛂛

𛄌𛄌王う

か　

1:2 

𛂁
ん
ぢ
𛂛

𛀙𛀙顔
の
ほ

歬ま
へ

に　

2:22 

𛀛𛀛
は
ぶ
く
ろ

き　

1:10 

水ず

𛀙

𛃉

ら
お
あ
が
𛃶
𛂁
さ
る
と
𛀪𛀪　

12:38 

衣き

服も
の

を

て

く　

6:38 

𛀫𛀫幾い

個𛁫　

6:39 

𛀫𛀫組み

々〳
〵　

6:37
𛄌
𛁠
𛀫𛀫
𛁅

 

私
ど
も

け　

13:34 

そ
𛂛

𛀳𛀳權ん

を
𛁅
も
べ
ど
も
𛂌　

こ　

1:1 

𛀸𛀸
れ
𛂞

𛀚神み

𛂛
子こ　

9:17 

𛁏
子む

𛄚𛄚
つ
こ

れ
て
ま
𛄐
り
ま
し
た

さ　

1:4 

罪つ
み

の
赦ゆ
る

を𛁅

得え

𛀿𛀿
せ
る
た
め　

6:1 

お
い
で
な
𛂁
𛀾𛀾
れ　

9:22 

お
出で

き來
𛂁
𛀿𛀿
𛃼

し　

1:3 

𛁈𛁈主ゆ

の
衜み
ち　

1:5 

𛂦白く
𛁈

 

狀や
う 

𛁈𛁈
て

゙

　

6:36 

つ
か
𛂞
𛁅𛁅

す　

1:24 

𛀚關
係
ゝ
は
り

が
あ
𛃶
ま
𛁎𛁎
𛀚　

12:31 

隣と
な
り

を
𛀄愛い

𛁑𛁑
べ
𛁅

せ　

4:34 

解と
い

𛁲
𛀕
き
𛀚
𛁕𛁕
𛂁
さ
り
ま
し
た　

10:3 

お
ふ
𛁕𛁕
ら
れ

そ　

1:19 

𛁚𛁚
こ
か
ら　

10:11 

𛁛𛁛
の
妻つ
ま

を
出だ

𛁅
て

た　

3:7 

お
弟で

子𛁅

𛁟𛁟
ち　

3:10 

數あ

𛁠𛁠多ま

の
ひ
と　

3:31 

外と

に
𛁚

𛁠𛁠
つ
て

ち　

11:25 

𛁢𛁢父ゝ

つ　

8:23 

外そ
と

へ
𛁭𛁭
れ
て　

6:33 

先さ
き

に
𛃥𛃥
い
て　

6:38 

𛁫𛁫五い

つ
𛂛
パ
ン

て　

3:10 

イ
エ
ス
に
捫さ
は
らふ

と
𛁅
𛁲𛁲　

9:16 

𛀙學く

者や

𛁟

𛁅

ち
𛂋

゙

と
ふ
𛁲𛁲

な　

1:2 

𛂁𛂁
ん
ぢ
𛂛

𛀙顔
の
ほ

歬ま
へ

に　

10:18 

𛁏
𛂁𛂁
𛂦
ち

に　

1:4 

赦ゆ
る
しを
得え

さ
せ
𛃼
た
め
𛂋𛂋　

4:4 

𛃉
ち
𛂦
𛁠゙

路
傍
𛂇𛂇　

4:37 

時と
き

𛂌𛂌

ぬ　

8:16 
パ
ン
を
𛃙
つ
て
𛀸
𛂑𛂑

ね　

1:19 
𛂗𛂗舟ふ

𛂛
な
𛀙
で　

4:31 

萬よ
ろ
づの
た
𛂗𛂗

の　

1:17 

人ひ
と

を
𛁏
𛂁
ど

 
漁
る
𛃙
𛂙𛂙　

1:1 

𛀚神み

𛂛𛂛
子こ　

6:55 

あ
た
り
を

𛂛𛂛遺こ

ら
ず
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は　

1:24 

𛁏
𛂁
𛂦𛂦
ち　

10:33 

𛀙
の
人
た
ち
𛂣𛂣　

5:2 

𛂦𛂦
𛀚  

𛂦
゙
𛂦
゙

墓
塲

ひ　

4:27 
夜よ
る
𛂮𛂮日𛃼

お
き
ふ
し
す
る
う
ち
𛂌　

5:30 

𛂮𛂮人と

々〴
〵

ふ　

6:38 

𛂱𛂱二𛁠

ツ
𛂛

𛀋魚を

ほ　

1:3 

衜み
ち
𛁏筋ぢ

を
𛂻𛂻直な

く
せ
よ　

1:8 

バ
プ
テ
ス
マ
を
お
𛂻𛂻
ど
こ
𛁈

ま　

4:35 

𛀕
ふ
せ
ら
𛄀
𛃅𛃅
し
た　

5:19 

憐あ

𛄀
𛂞

み
た
𛃅𛃅
ふ
た

み　

1:8 

𛃉𛃉水づ

を
も
つ
て　

12:1 
𛃎𛃎
塔
も
の

を
た
て

む　

2:16 

お
弟で

子𛁅

に
𛃐𛃐
𛀚
つ
て

め　

5:23 

𛁏
𛃔𛃔
女む
　

5:32 

お
ぼ
し
𛃔𛃔
し
て　

8:32 
諫い
さ

𛃔𛃔
だ
𛁅
ま
𛁅
た

も　

3:25 

𛃙𛃙
𛁅　

1:7 

足た
ら

ぬ
𛃙𛃙
の　

5:29 

𛃚𛃚
𛂦
や
病や
ま
ひが
𛀆愈え

た

や　

5:15 

𛁈
𛃟𛃟正
氣う
き　

12:24
𛀄
𛃟𛃟

 

誤
る
ま

で
𛂞
𛂁
い
𛀚

ゆ　

4:19 

ふ
さ
ぐ
𛃥𛃥
ゑ

゙

　

6:40 

五ご
𛁈
𛃥𛃥
𛀋

 

十 

人に
ん

よ　

14:28 

𛂁
ん
ぢ
ら
𛃫𛃫
り
さ
き
𛂌　

14:33
𛀚
𛂁
𛁅

 

悲
み
を
も
𛃫𛃫
ふ
𛁅
て

ら　

10:37 

左ひ
だ
り

  

𛁏
𛂞
𛃯𛃯

に
坐
せ
て
く
だ
さ
い
ま
せ　

10:38 

𛁅
𛃯𛃯知
ぬ　

15:44 

百ひ
や
く
に
ん

人
の

𛃰𛃰
首
か
し

り　

1:10 

お
あ
が
𛃶𛃶
𛂁
さ
る　

8:14 

あ
𛃶𛃶
ま
せ
ん
で
あ
𛃶𛃶
ま
𛁅
た

る　

1:3 

野の

に
呼よ
べ

𛃼𛃼
人ひ
と

の
聲こ
ゑ

𛀄
り　

5:38 

お
い
で
𛂁
さ
𛃼𛃼

れ　

2:20 

新は
な
む
こ郞

を
と
ら
𛃿𛃿
る
日ひ　

4:6 

日ひ

が
出で

𛁟
𛄀𛄀
ば
曝や

𛀚
𛄀𛄀

ろ　

1:19 

網あ
み

を
つ
く
𛄃𛄃
ふ
て

𛃼居を　

6:10 

そ
𛂛
と
𛀸
𛄃𛄃

わ　

2:24 

ど
う
い
ふ

𛄌𛄌譯け　

9:40 

𛄋𛄋
れ
に
敵て
き

た
は
ね
𛃙
の

ゐ　

1:16 

𛃉

 

湖づ
う
み

 

に
𛃉網あ

を
投う
つ

て

る　

4:1 

集あ
つ

ま
つ
て
ま

り
ま
し
た

ゑ　

1:45 

か
た
𛃶
播ひ
ろ

め
た
𛃙
の
ゆ
𛄒𛄒

を　

2:2 

人ひ
と
〴
〵々

に
教
を
し
へ

𛄚𛄚
お
宣の

べ
𛂁
さ
り
ま
𛁅
た　

2:25 

從と
も

に
𛄛𛄛
つ
た

ネ　

3:17 

ボ
ア
子
ル
ゲ　

6:53 

ゲ
子
ザ
レ

8
　
送
り
が
な

　

明
治
期
に
は
送
り
が
な
を
少
な
く
送
る
傾
向
が
あ
っ
た（

（
（

。
井
深
訳
に
は
不
統
一
が

み
ら
れ
る
。

1:24 

滅
ほ
ろ

𛁅
𛂰

●

゛

1:15 

神𛀚

の
み

國く
に

𛂞
近ち
　
く

𛂁
𛀚

つ
た　

1:44 

獻さ
ゝ
げろ　

1:27 

み
な
驚
お
ど
ろ
いて　

6:27 

首
を
𛃙

つ
て
來こ

い　

11:21 

お
詛の
ろ
いな

さ
れ
た　

3:7 

お
り退𛁈

ぞ
き
な
さ
れ
た　

2:26 

與あ
た
へた　

4:12 

き
い

て
も
悟さ

と
らず　

5:30 

人
々
を
顧𛀚

り
え

み
𛁲　

6:11 

塵
を
拂𛂦

ら
へ　

7:6 

そ
の

𛁈錄る

た𛁅

言　

 

8:23 

お
問と
ひ

𛂁
さ
れ
ま
𛁅
た　

10:2 

試
こ
ゝ
ろ
みて

問と
ひ

ま
𛁏
に
ハ　

10:4 

許
ゆ
る

ま
𛁅

𛁅

た　

11:33 

𛂁
ん

ぢ
ら
に
語

𛀚
𛁠

ぬ
ら

　

15:19 

拜を
が
みま

し
た　

15:12 

悲
か
な
し
みま

𛁅
た

　
「
明
治
四
〇
年
に
は
文
部
省
の
国
語
調
査
会
が『
送
仮
名
法
』を
だ
し
た（

（
（

」
と
あ
る
。

　

濁
点
、
半
濁
音
は
不
統
一
。「゙
」
や
「゚
」
を
付
け
な
い
も
の
も
あ
る
。

8:12 

必
ら
𛁏𛁏

𛀚
𛂁
𛀚
𛂁

　

12:9 

し
𛀙
ら
𛂞𛂞　

15:32 

十
字
架
よ
り
く
た
𛃼
べ
𛁅　

8:15 

𛂦　
　

𛂗

麪ん
だ醇　

 

14:1
た
ね
い
れ
ぬ
𛂦
ん
の
い
𛂦
い

 

除　

酵゜
　

節　

14:22 

イ
エ
ス
𛂞
パ
ン
を
と
つ
て

9
　
く
り
返
し
符
号
「
〳
〵
」「
々
」「
ゝ
」

14:67 

つ
く
〴
　〵

4:19 

と
う
〳
　〵

15:14 

ま
す
〳
　〵

5:33 

こ
と
〴
〵
く　

 

12:43 

ひ
と
〴
　〵

1:34 

樣さ
ま
〴
〵々　

9:39 

軽ろ

々〴
〵

し

𛀚

く　

1:7 

𛀚

ゞ
ん
て
（
マ
マ
）

　

5:33 

戰を
の
ゝ
い
て

慄　

 

11:14 
弟で

子𛁅

た
ち
𛂞
𛀸
れ
を
き
ゝ

10
　
促
音　
右
に
寄
せ
、
小
さ
く
書
く
こ
と
は
な
い
。

1:36 

シ
モ
ン
と
ま
た
い
つ
𛁈
よ
に
居を

た
つ

も
の
ど
も　

1:41 

わ
が
意こ
ゝ
ろに
か
な
つ
た　
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2:9 
汝
の
床
を
取
つ
て
行ゆ
け　

5:26 

𛀚
へ
つ
𛁲
惡
く
𛂁
り
ま
し
た
が　

8:2 

三𛃉
𛁭

日𛀚　

 
5:30 
わ
が
衣き
も
の服

𛂇
さ
𛂞
つ
た
𛃚
の　

9:2 

六む
つ

日𛀚　

◯全
六む
ゐ

日か

11
　
拗
音　
右
に
寄
せ
、
小
さ
く
書
く
こ
と
は
な
い
。

2:10 

ち
ゆ
う
ぶ
の
人　

3:28 

わ
れ
ま
こ
と
に
汝𛂁

曹
ん
ぢ
ら

に
い
ふ
人
の
𛁏
べ
て
の
罪
と
瀆
𛁏

と
こ
ろ
の
け
が
れ
𛂞
赦
さ
れ
る
が

12
　
ふ
り
が
な

　

ふ
り
が
な
と
送
り
が
な
が
本
文
。
漢
字
表
記
を
ふ
り
が
な
に
よ
っ
て
補
充
し
て
い

る
。
翻
訳
委
員
社
中
に
お
い
て
、（「
漢
字
を
本
文
と
す
る
か
振
仮
名
を
本
文
と
す
る

乎
と
い
う
問
題
、（
中
略
）
遂
に
振
仮
名
が
本
文
と
定
ま
っ
た（

（
（

」
井
深
追
想
談
）。
井

深
訳
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

1:8 

垩き
よ
き

靈み
　
た

●
𛁠

1:27 

命い
ひ
つ
け令　

1:28 

名き
こ

聲え　

1:30 

岳𛁈

母
う
と
め　

1:38 

附も
よ
り近　

2:17
た
ゞ
𛁅
𛀆
ひ
と

 
義 

人　

 

3:10 

數あ
ま多

●
𛁠

3:22 

鬼
の
ら王
𛀚
𛁅　

4:8 

沃よ
い

壤ち　

4:19 

貨た

財ら

●
𛀚

5:15 

衣き
も
の服　

5:27 
お
衣め
し
も
の服　

 

5:34 

𛁏安や

𛀚然ら　

6:20 

保ま
も
り護　

6:22 

好よ
い

機を

り会　

6:56 

街い
ち
𛂦市゙　

7:21 

苟𛀚 　

 

合

り
そ
め
の
い
ろ　

7:25 
𛀚幼わ

い
𛁏女む
　
め　

 

9:17 

𛁏
子む
　
こ𛄚　

10:5 

不つ
れ
𛂁情い　

10:5 

律お
き
て法　

10:23 

環み
ま
は視

𛁈
て　

12:38 

問𛀄
𛀆

安さ
つ　

10:43 

役
つ

れ
る
𛃙

𛀚
𛂦

の　
 

11:11 

神𛃉

殿や　

11:16 

噐う
つ
𛂞

 

具も
の　

13:4 
 

𛁈　

  

𛁅

休る徵　

13:7 
 

𛂞
風う
　
さ聲　

13:8 

困く
る
　
み難𛁅　

13:14 
 

𛀄　

  

𛁏

殘ら暴　

14:38 

誘ま
ど
ひ惑　

 

14:43 

長と
　
よ
り老
𛁅

　

14:9 

記か
た

念み　

14:30 

二𛁠

次
ふ
　
ゝ
び　

15:1 

平よ
あ
け旦　

15:8 

恒い
つ
も
の例　

15:21 

𛂁田い

間𛀚　

16:17 

外𛂰
𛀚

國ぐ
に　

 

1:7 

履く
つ　

1:35 

昧よ
あ
け
ま
へ
爽　

3:6 

黨
と
も
が
ら　

3:19 

イ
エ
ス
を
賣わ
た

し
𛁠
𛃙
の

註（
1
）	

海
老
澤
有
道
『
日
本
の
聖
書
』
二
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
2
）	

飯
田
晴
巳
『
明
治
を
生
き
る
群
像
』
一
六
ペ
ー
ジ
。

（
3
）	

同
書
、
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
4
）	

海
老
澤
有
道
『
日
本
の
聖
書
』
二
一
八
ペ
ー
ジ
。
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ま
と
め

　

聖
書
の
改
訳
は
な
ぜ
行
わ
れ
る
の
か
。
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
そ
の
時
代
と
社
会
の

人
々
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
そ
の
当
時
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
神
の
こ
と
ば
を

よ
り
正
確
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
翻
訳
の
正
確
さ
と
い
う
点
で

は
、
底
本
に
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
翻
訳
委
員
社
中

は
、
井
深
談
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
に
「
エ
ラ
ス
ム
ス
の
テ
キ
ス
ツ
ス
・
レ
セ
プ

タ
ス
」
だ
と
い
う
。
そ
の
言
葉
通
り
、『
マ
ル
コ
伝
』
一
章
一
節
の‘υίου θεου̑’

を

『
新
約
全
書
』
と
そ
の
改
訳
と
も
い
う
べ
き
井
深
訳
は
共
に
訳
し
て
い
る
。
後
の
大

正
改
訳
で
は
「
神
の
子
」
に
注
が
付
き
、「
異
本
『
神
の
子
』
な
し
」
と
あ
る
。
ま

た
九
章
四
四
節
お
よ
び
四
六
節
は
な
い
。
同
じ
く
大
正
改
訳
、
一
六
章
九
節
か
ら
二

〇
節
は
亀
甲
〔 

〕
印
、
そ
れ
に
「
異
本
九
節
以
下
を
缺
く
」。
と
欄
外
注
付
き
で
あ

る
。
そ
れ
は
明
治
訳
と
大
正
訳
で
は
使
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
語
底
本
を
異
に
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　

後
に
述
べ
る
よ
う
に
井
深
訳
は
形
を
変
え
、
出
版
元
を
変
え
、
版
を
重
ね
た
。
そ

の
事
実
は
、
日
本
人
読
者
の
間
で
、
文
語
の
明
治
訳
の
他
に
口
語
訳
が
強
く
求
め
ら

れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
井
深
訳
は
先
に
述
べ
た
改
訳
の

持
つ
目
的
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

井
深
が
底
本
と
し
た
『
新
約
全
書
』、
そ
の
翻
訳
委
員
社
中
の
漢
訳
聖
書
依
存
に

つ
い
て
は
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。
特
に
中
国
生
ま
れ
の
訳
語
は
大
正
訳
、
さ
ら
に

聖
書
協
会
口
語
訳
へ
と
継
承
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
現
在
の
聖
書
訳
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば

12:24 G
K

  τὴν δύναμιν του̑ θεου̑　

K
JV the pow

er of G
od　

◯漢
神
之
能　

◯全
神
の
力　

◯井
神
の
力　

◯大
神
の
能ち
か
ら力　

◯口
神
の
力
。
こ
の
よ
う
に

“W
ord for w

ord” translation (Form
al equivalence)

で
あ
る
。

　
『
新
約
聖
書
馬
可
傳
俗
話
』
に
は
幾
つ
か
の
版
が
あ
る
。
豊
田
実
は
「
私
が
日
本

神
学
校
で
見
た
明
治
十
四
年
米
國
聖
書
會
社
東
京
印
行
の
『
馬
可
傳
』
に
は
題
箋
の

表
紙
の
下
、
右
寄
に
『
俗
話
』
と
墨
書
し
て
あ
っ
て
、
内
容
は
『
こ
れ
は
神か

み

の
子こ

イ

エ
ス 

キ
リ
ス
ト
の
福ふ
く
い
ん音

の
始は
じ
めで

ご
ざ
り
ま
す
』（
變
體
假
名
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
の

が
普
通
の
體
に
改
め
た
）
と
い
う
文
體
の
譯
で
あ
る
。
な
ほ
同
年
英
國
聖
書
會
社
横

濱
印
行
の
同
じ
『
馬
可
傳
』
に
、
表
紙
の
そ
の
「
俗
話
」（「
俗
語
」
と
な
つ
て
ゐ
る

も
の
も
あ
る
由
）
と
い
ふ
文
字
が
別
活
字
で
押
し
て
あ
る
も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
J
・
L
・
ア
マ
マ
ン
氏
（A

m
erm

an

）
が
石
本
氏
の
助
け
を
得
て
成
就
さ
れ

た
平
易
な
日
本
語
の
馬
可
傳
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
初
版
を
出
し
、
そ

の
後
數
版
を
重
ね
て
を
り（

（
（

、」
と
述
べ
て
い
る
。
石
本
氏
と
は
石
本
三
十
郎
と
思
わ

れ
る
。
築
地
大
学
校
出
身
の
石
本
は
開
設
当
時
の
明
治
学
院
普
通
部
教
授
、
ア
メ
ル

マ
ン
は
学
院
神
学
部
教
授
で
あ
る
か
ら
石
本
の
名
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い

が
、
編
者
は
英
国
聖
書
會
社
版
は
未
見
の
た
め
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
出
来

な
い
。

　
『
新
約
聖
書
馬
可
傳
』
に
は
他
に
も
「
明
治
三
六
年
、『
新
約
聖
書
ぞ
く
ご
マ
コ

伝
』
な
る
口
語
訳
が
、
横
浜
の
聖
書
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
訳
者
は
不
明
で
あ
る
。
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開
い
て
み
る
と
、「
こ
れ
𛂞
神
の
子
い
え
す
き
り
す
と
の
福
音
の
始
で
ご
ざ
り
ま
す
」

（
中
略
）、
訳
語
は
前
掲
の
井
深
訳
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ち
が
う
と
こ
ろ
は
個

（
マ
マ
）有

名

詞
が
片
仮
名
か
ら
平
仮
名
に
な
っ
て
い
る
こ
と
（
中
略
）
句
読
点
が
自
由
に
打
た
れ

て
読
み
や
す
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
発
行
者
は
、
米
国
人
ヘ
ン
リ
ー
・

ル
ー
ミ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
藤
原
氏
は
続
け
て
「
青
山
学
院
大
学
図
書
館
目
録
に
、

ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ミ
ス
訳
『
新
約
聖
書
ぞ
く
ご
マ
コ
伝
』（
横
浜
米
国
会
社
発
行
）
と

い
う
の
が
あ
る
の
で
、
行
っ
て
し
ら
べ
て
み
た
ら
、
内
容
は
前
述
の
横
浜
聖
書
館
発

行
の
『
ぞ
く
ご
マ
コ
伝
』
と
お
な
じ
よ
う
に
、
全
く
井
深
訳
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
個

（
マ
マ
）

有
名
詞
は
井
深
原
本
と
同
じ
よ
う
に
片
仮
名
で
、
句
読
点
が
打
た
れ
て
い
る
。
横
浜

聖
書
館
版
が
四
号
活
字
な
の
に
比
し
、
こ
れ
は
昔
の
五
号
活
字
で
組
ま
れ
て
お
り
、

ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ミ
ス
は
訳
者
で
な
く
、
発
行
者
に
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ

の
こ
ろ
、
井
深
口
語
訳
大
ば
や
り
で
、
各
所
か
ら
形
を
変
え
て
出
版
さ
れ
て
い
た
も

の
と
み
え
る（

（
（

。」

　
『
日
本
聖
書
翻
訳
史
』
に
は
「
一
九
一
二
年
七
月
（
明
治
四
十
五
）M

A
K

O
 D

EN
 

FU
K

U
IN

 SH
O

マ
コ
伝
福
音
書
（
横
浜
聖
書
会
社
）」
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一

章
一
節
は
「K

ore w
a K

am
i no ko Iesu K

irisuto no fukuin no hajim
e de gozari 

m
asu

」
で
、
こ
れ
は
「
明
治
十
四
年
版
」
の
忠
実
な
ロ
ー
マ
字
翻
字
版
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
同
書
に
は
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
年
六
月
、
ア
ル
パ
社
書
店

か
ら
井
深
訳
復
刻
版
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

　

ア
ル
パ
社
版
に
つ
い
て
前
述
の
藤
原
氏
は
井
深
訳
の
動
機
に
つ
い
て
興
味
深
い
次

の
事
実
を
述
べ
て
い
る
。「
佐
波
文
庫
に
あ
る
復
刊
本
の
扉
に
は
、『
井
深
梶
之
助
談

に
、
こ
れ
は
当
時
私
が
た
の
み
を
う
け
、
す
で
に
文
章
体
に
出
来
て
ゐ
た
の
を
う
つ

し
て
、
た
だ
そ
の
ま
ま
口
語
体
に
し
た
だ
け
の
こ
と
で
、
目
的
は
外
国
宣
教
師
た
ち

の
た
め
に
か
う
い
ふ
試
み
を
し
た
の
で
し
た
』
と
佐
波
亘
の
字
で
書
き
こ
ま
れ
て
お

り（
（
（

、」
と
あ
る
。
前
述
の
ロ
ー
マ
字
版
は
明
ら
か
に
外
国
宣
教
師
の
た
め
で
あ
っ
た

ろ
う
。

　

ロ
ー
マ
字
版
が
出
版
さ
れ
る
以
前
に
、
日
本
語
の
一
八
八
一
年
刊
『
新
約
聖
書
馬

可
傳
俗
話
』
は
来
日
宣
教
師
の
た
め
の
日
本
語
学
習
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
四
月
、
大
阪
で
開
か
れ
た
宣
教
師
会
議
は

「
口
語
訳
マ
ル
コ
伝
を
用
い
た
読
解
と
英
文
和
訳
の
素
材
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、

と
報
告
し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
れ
ま
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
一
八
八
一
年
の
『
新
約
聖
書
馬
可
傳
俗
話
』
の
諸
版

が
明
治
か
ら
昭
和
に
至
る
ま
で
繰
返
し
出
版
さ
れ
た
の
は
日
本
人
の
間
に
口
語
に
よ

る
聖
書
が
求
め
ら
れ
て
き
た
顕
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
宿
願
は
『
新
約
全
書
』
か
ら

七
十
年
以
上
後
の
本
格
的
口
語
訳
、
日
本
聖
書
協
会
『
新
約
聖
書
』、
口
語
訳
（
一

九
五
四
年
）
を
待
た
ね
ば
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

一
八
七
四
年
に
始
ま
る
新
約
聖
書
翻
訳
委
員
社
中
は
、
翻
訳
委
員
で
あ
る
宣
教
師

側
と
日
本
人
補
佐
役
と
の
間
に
訳
文
を
め
ぐ
る
議
論
が
行
わ
れ
た
が
、
文
体
は
日
本

人
補
佐
が
主
張
す
る
漢
訳
聖
書
の
強
い
影
響
を
受
け
た
漢
文
訓
読
調
の
文
語
体
に
落

ち
着
い
た
。
宣
教
師
委
員
、
特
に
委
員
長
S
・
R
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
「
普
通
の
人
民
」

が
読
め
る
よ
う
に
「
出
来
る
だ
け
通
俗
的
に
」
と
い
う
そ
の
願
い
に
は
、
図
ら
ず
も

弟
子
の
井
深
梶
之
助
の
『
俗
話
馬
可
傳
』
に
よ
っ
て
一
歩
近
づ
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
「
既
に
出
來
上
っ
て
い
た
邦
訳
の
も
の
を
口
語
体
に
し
て
み
た
に
過
ぎ
な
い
」
と

い
う
井
深
談
は
彼
の
謙
虚
な
人
柄
を
示
す
だ
け
で
は
な
い
。
聖
書
の
訳
文
検
討
の
基
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準
と
さ
れ
る
三
点（

（
（

、
そ
の
一
、
原
典
に
基
づ
く
正
確
さ
と
い
う
点
で
は
井
深
訳
は
ギ

リ
シ
ャ
語
原
典
を
底
本
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
先
の
指
摘
の
通
り
、
誤
り
も

見
ら
れ
る
。
そ
の
二
、
聖
書
協
会
共
同
訳
（
二
〇
一
八
年
）
に
採
用
さ
れ
た
ス
コ
ポ

ス
理
論
（
翻
訳
の
目
的
と
対
象
）
で
い
え
ば
井
深
訳
は
、
格
調
高
い
日
本
語
に
し
て

礼
拝
に
お
け
る
朗
読
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
論
点

三
、
限
ら
れ
た
読
者
の
み
を
対
象
と
せ
ず
、
平
易
に
し
て
、「
普
通
の
人
民
」
も
神

の
こ
と
ば
を
読
ん
で
わ
か
る
よ
う
に
訳
す
、
と
い
う
の
が
ア
メ
ル
マ
ン
お
よ
び
改
訳

者
、
井
深
梶
之
助
の
意
図
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）	

豊
田
実
「
基
督
教
聖
書
和
譯
の
歴
史
」、『
日
本
英
學
史
の
研
究
』（
昭
和
四
十
四
年
、

岩
波
書
店
）
七
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
2
）	

藤
原
藤
男
『
聖
書
の
和
訳
と
文
体
論
』（
昭
和
四
十
九
年
、
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
社
）

一
四
九
―
一
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（
3
）	

門
脇
清
、
大
柴
恒
『
日
本
聖
書
翻
訳
史
』（
一
九
八
三
年
、
新
教
出
版
社
）
三
四
九

ペ
ー
ジ
。

（
4
）	

藤
原
藤
男
、
同
書
一
四
九
ペ
ー
ジ
。

（
5
）	

松
本
隆
「
日
本
語
学
習
素
材
と
し
て
の
一
八
八
一
年
刊
『
新
約
聖
書　

馬
可
傳　

俗
話
』―
明
治
前
期
に
来
日
し
た
外
国
人
宣
教
師
む
け
日
本
語
テ
キ
ス
ト
の
文
体
―
」、

『
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
教
育
研
究
年
報
』（
5
）
二
〇
一
六
年
、
九
五
ペ
ー
ジ
。

（
6
）	

鈴
木
範
久
「
聖
書
の
日
本
語
訳
―
略
史
と
問
題
」、
月
本
昭
男
・
佐
藤
研
編
『
聖
書

と
日
本
人
』（
二
〇
〇
〇
年
、
大
明
堂
）
一
ペ
ー
ジ
。
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黒
崎
幸
吉
『
註
解　

新
約
聖
書　

マ
ル
コ
傳
』
立
花
書
房
、
昭
和
五
二
年

鈴
木
範
久
解
説
『
文
語
訳　

新
約
聖
書
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年

鈴
木
範
久
解
説
『
文
語
訳　

旧
約
聖
書
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年

塚
本
虎
二
訳
『
福
音
書
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
八
年

日
本
聖
書
協
会
『
新
約
聖
書
』
改
譯　

昭
和
二
八
年

日
本
聖
書
協
会
『
新
約
聖
書
』
一
九
五
四
年
改
訳

聖
書
協
会
共
同
訳
『
聖
書
』
日
本
聖
書
協
会
、
二
〇
一
八
年

翻
譯
委
員
社
中
『
新
約
聖
書
馬
可
傳
』
日
本
横
浜
上
梓　

耶
蘇
降
生
一
千
八
百
七

十
七
年　

明
治
十
年

ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ミ
ス
発
行
者
『
舊
新
約
全
書
』
米
国
聖
書
会
社
、
明
治
三
七
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年
、
日
本
横
濱
印
行

『
引
照　

新
約
全
書
』
耶
蘇
降
生
一
千
八
百
八
十
年　

明
治
十
三
年
、
日
本
横
濱

印
行

渡
頼
主
一
郎
・
武
藤
富
男
訳
『
口
語
譯
新
約
聖
書
』
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
社
、
昭
和

二
十
七
年

【
辞
書
・
事
典
】

岩
隈
直
監
修
『
新
約
ギ
リ
シ
ャ
語
逆
引
辞
典
』
山
本
書
店
、
一
九
七
七
年

織
田
昭
『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ャ
語
小
辞
典
』
大
阪
聖
書
学
院
、
一
九
六
四
年

玉
川
直
重
『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ャ
語
辞
典
』
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
社
、
一
九
七
八
年

藤
堂
明
保
他
『
漢
字
源
』
学
研
、
二
〇
一
四
年

常
葉
隆
興
他
『
聖
書
辞
典
』
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
昭
和
四
十
三
年

『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
教
文
館
、
一
九
八
八
年

馬
場
嘉
市
『
コ
ン
コ
ル
ダ
ン
ス
』
新
教
出
版
社
、
一
九
五
七
年

山
田
俊
雄
他
編
『
新
潮
国
語
辞
典
』
新
潮
社
、
平
成
五
年

【
参
考
書
目
】

秋
山
繁
雄
「
明
治
学
院
人
間
一
〇
〇
年
史
５　

ア
メ
ル
マ
ン
博
士
」『
白
金
通
信
』

飯
田
晴
巳
『
明
治
を
生
き
た
群
像
―
近
代
日
本
語
の
成
立
』
お
う
ふ
う
、
平
成
十

五
年

海
老
澤
有
道
『
日
本
の
聖
書
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
九
年

片
山
徹
『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ャ
語
入
門
』
キ
リ
ス
ト
教
図
書
出
版
社
、
一
九
八
一

年
門
脇
清
・
大
柴
恒
『
日
本
語
聖
書
翻
訳
史
』
新
教
出
版
社
、
一
九
八
三
年

小
林
正
博
『
書
け
れ
ば
読
め
る
、
く
ず
し
字　

古
文
書
入
門
』
潮
出
版
社
、
二
〇

一
八
年

笹
淵
友
一
『
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
全
集
』
15　

教
文
館
、
一
九
八
二
年

白
畑
司
編
集
『
イ
ン
タ
ー
リ
ニ
ア
ギ
リ
シ
ャ
語
新
約
聖
書　

マ
ル
コ
に
よ
る
福
音

書
』
上
・
中
・
下　

ポ
ー
ロ
ス
会
、
二
〇
一
三
年

鈴
木
進
編
『
J
・
C
・
ヘ
ボ
ン　

ロ
ー
マ
字 M

ataiden fukuin sho

』
明
治
学
院

大
学
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年

鈴
木
進
編
『
ロ
ー
マ
字
聖
書Y

O
H

A
N

N
E N

O
 FU

K
U

IN 

オ
ケ
イ
ジ
ョ
ナ
ル
ペ
ー

パ
ー
』
15　

明
治
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
、
二
〇
一
二
年

鈴
木
範
久
『
聖
書
の
日
本
語
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年

田
川
建
三
『
書
物
と
し
て
の
新
約
聖
書
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
七
年

王
川
直
重
『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ャ
語
独
習
』
キ
リ
ス
ト
新
開
社
、
二
〇
〇
八
年

豊
田
實
『
日
本
英
學
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
四
年

日
本
聖
書
協
会
『
日
本
聖
書
協
会
一
〇
〇
年
史
』
一
九
七
五
年

浜
島
敏
『
日
本
語
聖
書
と
神
の
言
葉
』
キ
リ
ス
ト
新
開
社
、
二
〇
一
一
年

藤
原
藤
男
『
聖
書
の
和
訳
と
文
体
論
』
キ
リ
ス
ト
新
開
社
、
昭
和
四
十
九
年

B
row

n, S. R
. C

O
LLO

Q
U

IAL JAPAN
ESE 1863 

復
刻
本
、
松
村
明
解
説　

北

辰
、
一
九
七
〇
年

星
亮
一
『
会
津
藩
流
罪
』
批
評
社
、
二
〇
一
二
年

星
亮
一
『
井
深
梶
之
助
伝
』
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
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明
治
学
院
史
料
館
資
料
集
第
一
集
「
井
深
梶
之
助
生
誕
一
五
〇
年
記
念
号
」
二
〇

〇
四
年

柳
父
章
『
ゴ
ッ
ド
と
上
帝
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年

松
本
隆
「
明
治
初
期
に
文
語
か
ら
口
語
に
改
訳
さ
れ
た
マ
ル
コ
伝
の
時
制
反
転
―

一
八
八
〇
年
『
新
約
全
書
馬
可
傳
福
音
書
』
と
一
八
八
一
年
『
新
約
聖
書
馬
可

傳
』
の
比
較
―
」『
清
泉
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
年
報
』
第
21
巻
、
平

成
二
十
五
年

山
本
夏
彦
『
完
本　

文
語
文
』
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
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